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21世紀の世界。そこでは科学技術はよりいっそう進み、怨{撃もつかない目覚ましL、発援をi基げているかも知lれません。しかし、技術は本来、私たちの身近な生活を

22かに潤すためのもの。科学を日々の暮らしに役立てる それが技術の正U、なl味ではないでしょう力 10 .$-脱化する世の中のニーズをいち'，L(先取りして、一つ一

つの製品に共体化すんそうlt.:製品づくりを通じて盟かな社会づ〈りを目指したい。 この東芝の信念は、ことしも、 21j/t紀を迎えたtきも変わることはありません。
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~1mは、私はもちろん、家

政令Hに広がっています。
ノぞパはf品!~jîfr~ こjJ:r僚と歯ブ
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企食のあとや‘本搭の川に

は必ず酔fみが告を実行して

いるようです。 f官l、たちに

は下校でぷ〈ぷ〈うヵヘ、を

するようにすすめ、車にい

るII，¥Hjlirみがきをさせてい

ます。 食べたbみが<n↑町
はーlit-4につく L その;u

潟y ，;:::.へやかちが忘れられ

込山の什J
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歯の衛生シリーズ 19ナ
ベ

く
を
歌
に
燃
焼

息
長
く
可
能
性
に
い
ど
む

"W 験即J慌

紋
r
P
R
L
7t
l
t
Lよ臥略称¥軸

沢
田

研

trt 

-
2
0
0
0
叫
で
も
刊
モ
l
ド
燃
費
H
U
・5
h
/
t

ω同
/
h
定
地
走
行
テ
ス
ト
値

H
m・o
M
/
4

・
運
転
席
に
阪
管
室
主
主
フ
手
芸
l
λ
N
H

号
)

・語?つろげる
2
2
5
5
1卜
(
川
河
川
丘
)

-
ボ
デ
ィ
色
に
新
4
色
を
加
え
'
'
盟
笛
な
坦
フ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

、X
グ
マ
の
窓
を
閉
め
き
っ
て

品
が
よ
く
な
る
。

走
る
と
、

騒
音
の
な
か
に
し
る
と
、

、

人
は
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
よ
う
だ
。

シ
グ
マ
に
釆
っ
て
か
ら
、
飛
ば
さ
な
く
な
っ
た
わ
ね
、

と
い
わ
れ
た
。
こ
の
変
化
、

じ
つ
は
シ
グ
マ
の
静
か

さ
の
せ
い
な
の
だ
。
ひ
と
つ
の
ク
ル
マ
に
釆
り
な
れ

て
く
る
と
、
そ
う
ひ
ん
ぱ
ん
に
ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー

に
日
を
や
っ
て
確
か
め
る
も
の
で
は
な
い
。

tu
と
か

振
刷
の
感
じ
方
て
、
か
な
り
分
か
る
も
の
だ
。
そ
れ

が
、
シ
グ
マ
の
場
A
n
は
、
ス
ピ
ー
ド
と
や
か
ま
し
さ

が
正
比
例
し
な
い
の
だ
。
や
か
ま
し
さ
が
目
安
に
な

b
な
い
か
ら
‘
お
さ
え
日
に
者
さ
え
目
に
し
て
い
な

レ
と
、
つ
い
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
。

エ
ン
ジ
ン
も
静
か
だ
け
れ
ど
、
妨

π胤
間
違
も
相
当
な

も
の
だ
。
そ
れ
が
よ
く
分
か
る
の
は
、
急
に
窓
世
間

け
た
時
。
外
の
枇
界
の
騒

E
の
大
き
さ
に
ピ
ッ
ク

リ
す
る
は
E
だ
。
て
、
閉
め
き
っ
て
、
外
の
や
か
ま
し

色
、
せ
わ
し
さ
と
は
聞
係
を
断
っ
て
、
走
る
。
そ
う

い
う
静
か
さ
の
中
に
自
分
を
す
わ
ら
せ
て
お
(
と
、

以
前
の
よ
う
な
、
せ
っ
か
ち
な
、
ム
し
の
あ
る
走
り

方
は
、
自
然
に
し
た
〈
な
(
な
る
。
ふ
し
ぎ
だ
な
あ
@

サ
イ
レ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
付
加
エ
ン
ジ
ン

に
加
え
て
、
徹
底
し
た
静
粛
設
計
。

-
エ
ン
ジ
ン
の
振
動
を
打
ち
消
す
2
本
の
サ
イ
レ
ン

ト
シ
ャ
フ
ト
・
吸
青
天
井
、
高
剛
也
フ
ロ
ア
、
二
重

ド
ア
シ
l
Hド
、
二
重
ト
1
ポ
1
ド

C
W抗
勺
t
)
、

ス
ム
し
ス
サ
ー
フ
ェ
ス
ピ
ラ
!
(
同
司
は
サ
ト
)
な
ど
。

全
車
M
C
A
J
E
T
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
。

日
年
度
規
制
を
ク
リ
ア
(能川)。

1600白 1850.2000・2000SUPERSALOON 

一

F 

、

た
い
せ
つ
な
た
い
せ
つ
な

肌
の
ヲ
』
と
で
す
か
ら
・
• 

囚

公
本
γ
す
i
l
d

E
 

ご
自
分
で
も
肌
を
お
た
し
か
め
く
だ
さ
い
。

資
生
堂
か
ら
み
な
さ
ま
へ
お
届
け
し
て
い
る
各
種
の
お
知
ら
せ
|

|
た

tえ

ば
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
は
が
き
、

、ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
ち
ら
し
な
ど
。
そ
れ
ら

に
ご
』
使
用
上
の
注
意
。
を
表
示
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

化
粧
品
を
お
使
い
に
な
る
前
に
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
句

資
生
堂
化
粧
品
は
安
全
性
に
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
や
は
り
正
し
く
お
使
い
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
目
的
を
達
し
得
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

底
頭
で
の
説
明
、

化
粧
品
に
つ
い
て
い
る
説
明
書
ば
か
り
で
な
く
、
あ
な
た

ご
自
身
で
も
肌
の
状
態
や
性
質
を
た
し
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
|
|
そ
ん
な

お
願
い
を
も
こ
め
た
も
の
で
す
。

電話でのご相談には日

全国90力所の資生堂販売会社に「消費者相談窓口jを

霞けでありますのでご利用ください。

志社広報室 (03)572-5111干104中虫区蝿盟7-5-5

型車車 (03) 453-3614干108酷区芝5-27-16 

揖買 (03) 684-6114干 136江東区亀戸1珂 12

現南西 (03) 356-5615〒 151酷茜区千駄ケd5-14-7

揖西 (03) 332-8田1〒167軒並区底蝿 2-18-20 

東南南 叩3)492-3443千141品川区西五反田2-23-2 

域開 (03) 718-4331苧152目黒区平町1-4-5

買京北 (03) 806-9198〒116'11<11区東日暮里6-57-7 

揖北 (03) 962-7171干173仮幅区仮圏4-27-8 

東京中央 (03)294-1681守101千代田区神田嗣町3-6-4

八王子 (0426)23-3301〒192八王子市寺町田

所沢 (0429)24-1241平出9所沢市北所沢町2219-3 

相槙原 (0427)43-2815〒2却掴慣原市上圃間3984-1

埼玉 叩486】44-2161〒3却大富市東町2-292

開谷 (0485)23.ー1011干360，開醤市東広2-118

埼玉商 (0487) 61-5511〒3441l'白面市相!l!4688

千曜 (0472)43-1211〒280千車市新情町1-264

魁揖 (0474)33-1311〒273魁圃市檀町2-12・8

楓慣 (045) 212-1240干231慣揖市中区弁天通4-50

川筒 (044)722-7116〒211川崎市中原区今井上町20

捕曙 (0467)44-1340〒247盟盆市大船3-7-34

.，ョ‘IliI'火~土婿日〈本社・東京東uR-金・8"東京中央"水曜日告総〈
月~土.8)の午前"暗から午後4時までの周にお聞いいたします.
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た
ち
で
醐
査
し
ず
必
と
に
つ
れ
て
、
現

七
由
開
通
に
よ
孟
円
酎
車
ハ
ム
由
1
揮
聞

や
闘
昔
、
大
慌
時
曲
、
究
に
ひ
ん
し
て

い
る
円
田
川
白
水
世
拭
視
な
ど
、
つ
ぎ

つ
a
E
世
世
白
型
情
が
聞
る
み
に
川
さ

れ
‘
非
常
な
u
y
ョ
ッ
ク
を
哩
け
た
。

レ
か
し
、
主
婦
が
主
体
と
な
っ
て
公

園
迫
岐
に
と
D
組
ん
だ
出
掛
は
住
民
と

行
政
白
対
暗
組
合
を
も
た
F
H
民
公

由
醜
と
陀
回
目
剛
力
障
制
も
出
来
た
。

学
門
が
抽
ま
D
、
世
辰
二
同
教
問
官
、
一
同
期
川
は
抽
の
阿
川
削
都
市
品
と
と

川
崎
白
か
ら
公
司
を
な
く
す
品
目
白
舎
を
一
も
に
坦
世
4
宝
子
P
E
D
置
ぴ
晶
と
な

も
あ
る
符
崎
一
郎
氏
自
問
唱
を
制
て
、
一
っ
て
竪
を
引
し
+
釦
在
、
や
h
:
つ
の

日
剛
山
白
火
罰
丙
措
胡
町
、
門
限
川
京
一
大
切
な
匝
回
目
川
で
あ
る
.
か
つ
て
は

間
揖
有
な
ど
が
出
国
さ
れ
る
己
と
に
な
一
そ
の
川
で
木
惜
び
が
山
米
、
時
開
草
者

っ

た

。

一

が

町

れ

に

友

揮

を

玩

じ

出

H

m

m

開

と

し

て

出
世
間
白
臥
囚
壱
あ
る
会
同
時
見
白
一
判
明
レ
ま
れ
た
ほ
ど
暗
い
川
で
あ
っ
た
と

羽
丘
は
w
ア
ル
カ
』
ろ
眠
法
M
に
よ
っ
一
い
う
.
出
回
同
川
丙
醐
デ
1
h
m
で
も
、

て
六
月
到
申
の
イ
オ
ウ
酸
化
物
・
二
隅
化
一
円
出
川
は
邸
内
幻
ヶ
所
巾
で
、
一
一
掃
同

盟
誕
の
出
血
を
制
定
す
る
方
法
を
揖
一
回
高
い
柑
措
毘
を
示
し
た
己
と
も
あ
っ

用
。
円
出
H
M
向
田
削
定
点
(
主
と
し
て
一
た
。
人
口
増
加
に
よ
る
時
折
排
水
と
工

住
宅
自
問
自
か
か
ら
な
い
軒
ド
地
上
か
一
車
問
ぷ
に
よ
る
丙
闘
状
配
転
姐
取
吾
川
法

ら
一
・
五
肘
t
B
一
一
討
に
ジ
ュ
ー
ス
白
空
一
日
炉
問
白
描
倒
に
胤
制
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

カ
y
に
人
れ
て
同
D
下
げ
る
)
。
乙
白
方
一
川
白
し
ゅ
ん
ぜ
つ
も
行
わ
れ
て
い
る
.

世
で
イ
オ
ウ
間
化
物
と
ニ
前
化
情
説
m
一
世
山
に
対
す
る
住
民
白
剤
思
は
、
敬

一

時

間

望

事

げ

た

あ

と

、

-

時

間

内

器

用

品

霊

制

定

。

同

時

に

小

刑

一

年

附

に

川

辺

白

躍

が

枯

れ

唱

え

苦

白

一

軒

に

つ

い

て

椅

ん

な

で

肩

合

っ

て

宇

門

プ

云

ス

テ

γ
ク
四
方
プ
セ
ル
に
ア
ル
刀
-
事

一
を
閉
め
る
.
空
間
作
は
φ
也

、

開

門

は

一

リ

ろ

紙

ヂ

丸

い

き

己

ん

詑

削

辺

哲

也

匂

同

じ

一
も
ち
ろ
ん
、
円
円
吉
J
T
一
?
を
み
つ
け
一
汽
間
科
学
川
出
に
品
川
学
門
削
拭
h
u
-
測
定
点
に
じ
l
同
時
間
と
p
つ
け
、
-

一
て
μ
U
P
門
に
拍
同
さ
ぜ
る
。
八
人
か
一
入
れ
ら
れ
た
由
は
、
同
士
ハ
勾
に
問
H
一
目
半
同
帆
を
州
記
一
ず
る
。
己
判
じ
た
A

一
b
十
一
人
目
グ
ル
プ
を
作

g
、
辿
町
一
市
ぜ
ん
川
壱
?
じ
む
チ
P
E
を
件
つ
出
一
凸
を
も
と
に
H
四
回
内
に
お
け
る
大
気

宅
一
E
E
山
し
て
担
同
学
習
十
刀
法
を
一
昨
町
会
四
日
朝
た
ち
と
大
公
布
し
て
公
一
答
申
首
脳
完
室
内
手
作
に

宅
一
と
り
、
h
同
調
品
ノ
l
ト
を
作
岐
し
て
一
円
白
思
し
さ
に
γ
M
た
ち
が
前
哨
常
三
一
は
1
川
河
が
公
判
』
山
山
正
地
仰
に
閉
山
正
さ

蜘
一
諸
君
主
川
制
し
て
い
る
・
年
一
け
ち
が
キ
ッ
ヵ
Z
な
っ
た

-
S一
れ
た
・

一
の
叫
A
d
l
酌
は
ニ
江
川
名
.
昨
丁
市
は
一
年
は
、
ま
た
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
市

q
一
w
l
問
、
住
宅
助
1
N
に
は
仕
由
が
な

対

一

夫

均

だ

っ

た

.

一

し

た

年

だ

づ

た

九

十

し

匂

か

ま

れ

二

い

と

4
巳

τい
た
l
削
た
ち
も
、
h
H什

a
u
-
-
:
:
t
o
-
-
1
l
i
-
-
i
11
:
i
t
-
-
IBI
--

寸

一

2

6

-
5
M
一
ア
l
マ
〈
2

)

(

同
十
字
。
乙
『
あ
た
J
出
と
叫
臥
円
借
地
岳
、
品
仰
木

町

伊

一

文

学

コ

1

ス

一

rhs、
内

出

、

日

本

Z

2

5

E

・

円

由

一

:

一

問

問

団

上

伝

説

(

l

)

問

正

人

巴

の

7
3・
い
ま
宅
も
「
此

・
一

一
空
宇
訓
匝
は
I
M
に
も
っ
と
も
人
民
一
学
判
向
付
米
4

民
)
、
民
栴
学
か
ら
引
と
H
V
同
」
門
週
組
問
と
M
人
参
此

M
V
一

一

が

あ

る

.

と

〈

に

年

例

制

人

に

出

典

文

一

み

た

山

代

日

父

化

神

話

・

伝

町

、

川

話

植

地

(

相

年

)

、

「

唱

が

再

に

火

わ

れ

た

員

一

一

明

白

費

財

ぷ

t

i

」

、

長

一

神

話

と

伝

説

2

2

心

主

人

間

作

」

)

町

、

時

卜

、

時

の

、
一

一

な

ど

白

山

山

も

白

白

雨

前

v

"

が

多

い

と

一

学

教

問

・

ト

ヘ

日

拙

嵐

氏

)

、

力

於

地

段

川

神

白

川

入

国

(

H

年

)

「

刷

人

と

地

且
〆
一

一

い

う

。

昨

年

ま

官

白

九

何

で

、

古

代

か

一

(

川

主

町

人

学

執

伺

-

H

M

州

民

)

師

一

白

山

由

」

〈

岨

山

中

)

「

口

4

4

f

時

を

動

一

一

b

別

代

ま

で

の

日

ふ

交

守

地

引

を

シ

リ

一

了

市

は

八

占

・

八

時

だ

っ

た

@

一

か

す

も

の

」

拘

川

弘

、

石

州

仏

槽

E

S
m
一

了

季

号

、

一

サ

イ

タ

ル

陪

了

し

一

l

j

夜

間

興

本

器

産

お

3

4
x
一

員

制

入

団

体

九

合

喜

市

二

年

一

塁

主

制

娘

、

地

眠

時

白

主

義

一

t

。

一

法

守

経

済

コ

l

ス

な

P

訟

に

社

会

務

に

対

応

し

た

宇

門

「
}
一
に
地
柚
制
人
川
体
と
出
担
附
入
部
が
火
一
し
た
己
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
翌
一
心
年
旺
か
ら
は
‘
哩
J
1
0
岨
い
叫
一

e

哲
明
を
と
っ
て
い
る
よ
↑
協
を
と
h
J
一
ま

ヨ

一
同
忠
告
役
さ
れ
た
・
志
会
一
年
か
ら
公
内
需
と
す
組
む
E
と
に
一
号
、
花
出
、
堅
を
な
ぞ
り
な
が
一
手
足
治
産
主
-
話
一
i
を
一
〈
佐
伯
、
宮
、
朝
刊
川
固
な
ど
が
制

l
l
一
間
庫
は
そ
白
努
十
か
ら
叫
岬
.
開
門
的
一
な
っ
九
一
号
古
代
記
デ
に
内
ぴ
M
句
、
さ
ら
↑
招
い
て
、
金
品
川
・
不
動
即
問
姐
、
制
肱
↑
広
〈
肘
官
あ
ザ
民
主
o
t
e

』・『

妄
控
謂
揮
を
川
相
官
出
一
回
河
は
、
一
哩
婚
の
年
代
は
子
育
て
を
酔
っ
た
一
に
聞
く
嗣
じ
り
ト
げ
た
唱
門
田
プ
ロ
グ
一
フ
一
山
杭
問
閣
を
判
例
を
あ
げ

τ学
問
。
針
一
法
恋
白
間
四
は
川
酷
だ
っ
た
よ
う

4
z
一
『
お
母
卓
ん
白
川
年
史
」
と
い
2
T一l
一
軍
白
い
る
百
十
代
、
六
や
代
が
巾
心
・
一
ム
が
作
成
お
れ
た
。
抗
日
H
は
文
字
一
間
コ
!
ス
は
、
拙
明
世
と
企
業
が
テ
l
一
だ
が
、
R
h
J
師
よ
り
、
車
や
化
粧
品

一
マ
で
州
人
間
出
を
ふ
ま
え
て
謀
、
一
己
申
警
は
ニ
寸
代
、

一二
十
代
目
ぷ
一
怒
と
し
て
日
官
民
主
主
マ
と
な
っ
た
。
金
白
川
田
(
山
泊
三
な
ど
の
同
自
由
固
な
ど
身
近
な
と

一
世
間
、
文
字
白
三
描
聞
と
し
て
ス
タ
1
一
常
府
も
刑
制
し
て
い
る
.
み
学
は
叫
年
一
一
u
に
引
卒
さ
れ
て
叫
躍
脚
揖
土
舶
を
比
一
学
教
授

回
世
叫
睡
正
)
多
同
開
企
業
に
一
己
ろ
か
ら
主
体
的
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を
住
民
自
問
日玄
関
断
行
政
へ
反
駅
レ
一
も
今
年
で
十
一
世
彦
7
.
国
蝿
自
問
人
一
過
し
て
地
聴
い
在
舎
の
皇
帝
唖
も
聖
ま
一
己
F
U
て
主
聞
穴
学
め
吾
丁
ク
な

て
川
町
出
出
工
事
と
と
も
に
枯
れ
木
は
一
白
学
宵
白
掛
と
し
て
、
ず
〉
か
D
定
着
一
れ
ま
し
た
.
子
育
て
帳
白
人
置
を
屯
き
一
醐
盛
で
昂
る
〈
ム
科
学
習
が
抽
ま
っ
た
白

問
え
か
え
ら
れ
、
一
-
一年
ほ
ど
前
か
ら
市
一
し
手
じ
ち
と
く
に
、
五
+
代
、
六
十
一
が
い
り
あ
る
も
白
と
し
ザ
必
〈
拘
に
主
で
あ
る
.
一
年
目
は
啓
車
由
附
由
学
習

が
つ
主
主
叫
し
い
花
田
ト
ン
ネ
ル
一
法
制
閉
寝
室
受
け
た
世
話
白
一
れ
か
E
、
よ
り
妥
し
た
盤
章
一
と
し
て
机
上
回
曲
言
し
た
が
講
生

を
門
間
川
に
作
っ
た
.
一
古
和
U
い
剛
問
自
由
岨
に
P

ど
ん
拙
e
一
げ
て
い
宣
た
い
.
ご
七
一
名
は
高
度
訴
世
田
M
R
申
も
た
ら

と
の
建
主
し
て
事
た
ち
は
、
一
な
は
点
、
主
す
.
公
園
高
な
ど
を
一

一
し
た
昼
、
る
す
さ
ま
じ
さ
に
非
常
な

〈
学
主
〉
〈
み
る
〉
〈
ふ
れ
る
〉
〈
開
一

一
U
B
ツ
ク
を
受
け
た
と
い
う
.
-
一
年
目

Z
X
Z
る
X
学
ぴ
か
え
ず
V
-

1
-
-

j

i

l

t

-

i

J

一
か
ら
は
議
に
自
主
主
圃

3

と
い
っ
需
品
目
崎
危
ね
か
一

熱

心

適

切

な

助

言

…

一

2官
官

官

、

監

回

さ

ん

左
同
2
同
世
話
め
ち
内
問
服
組
一

一-i

a

a

J

-
ーイ

4

E

山

一
は
、
告
書
に
明
U
て
拙
隅
白
揮
し
い
適
正

や

人

由

記

長

ず

る

管

室

学

的

一

か

げ

の

力

・

重

田

社

会

主

事

…

一

幸

吉

t

t

・

を

白

人

主

政

二

高

に

議

し

、

理

常

拘

体

重

主

一

t

i

g

i

i

i

し

一

華

麗

一

豊

若

宮

・

露

先

ず

る

相

酎

H

M

と

な

っ

て

い

る

.

そ

れ

一

一

宅

白

岨

句

丁

ね

い

な

国

噂

は

化

学

四

曹

を
、
計
十
代
六
+
代
田
M
人
が
巨
刀
一
日
慢
社
会
相
育
委
日
告
白
血
田
庇
一
な
い
軍
門
的
な
華
隅
撃
安
】
し
て
一
融
な
y
x
す
H
き
な
い
主
隔
た
ち
に

と
な
っ
て
な
し
と
げ
て
い
t
a
ケ
ノ
一
子
(
つ
ね
ζ
〉
霊
童
市
は
社
金
融
面
一
ほ
し
か
っ
士
か
ら
だ
.
一
，
ア
ル
カ
H
J
る
眠
法
M
に
よ
る
大
臣
情

コ
と
サ
ン
マ
に
後
間
さ
れ
た
げ
目
白
H
一
士
ハ
年
四
己
の
沼
田
ベ
テ
ラ
y
.
H
田
一
モ
し
て
間
一
同
口
、
「
お
母
辛
ん
白
百
一
揖
凋
舟
白
型
曲
、
骨
折
ま
で
す
る
力
を

副
を
な
つ
か
し
み
、
喧
し
町
い
が
‘
地
一
主
岡
本
学
間
匝
を
院
で
さ
声
瓦

τき
た
一
年
史
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ま
学
、
政
泊
一
つ
け
さ
せ
て
い
っ
有

瞳
間
売
へ
白
出
幻
と
な
っ
て
触
貰
さ
一
人
だ
。
一
鞭
匹
、
法
山
田
三
隅
座
が
ス
タ
ー
ト
.

一

ハ
ム
型
宇
習
が
進
む
k
J
れ
て
白
期
区

れ
、
障
帥
な
J
H
問
叫
学
乍
門
を
ね
ば
h
u
一
+
年
前
、
日
誠
M
M
人
刷
出
迎
合
会
一
そ
れ
が
今
日
也
大
学
問
匝
白
眠
与
で
あ
一
也
百
曲
目
状
配
が
間
る
み
に
出
さ
れ
抽

曲
や
D
血
〈
〈
強
い
ヱ
永
ル
ギ
!
と
な
一
が
暗
足
.
当
初
問
団
体
幹
部
は
手
芸
や
一
る
.
一
め
る
と
亭
王
事
か
ら
は
「
地
代
が
下
が

っ
て
い
る
よ
品
。
制
血
隅
匝
を
読
捌
内
容
に
符
唱
え
て
い
た
一
昭
和
国
十
五
年
、
記
紀
胃
袋
由
一
間
隔
一
る
が
毘

φ
つ
」
与
抗
穫
が
出
た
ζ
と

と
い
え
し
か
し
、
前
回
苧
ん
は
「
ど
一
宜
学
や
学
習
し
和
安
閑
司
た
ち
(
E
十
一
も
あ
る
と
い
う
.
し
か
し
、
主
開
た
ち

う
ぜ
や
る
な
b
削
人
が
よ
b
よ
〈
仲
引
き
一
代
」
ハ
ト
代
田
主
閉
が
多
い
V
は
刷
白
書
一
は
、
「
己
ん
な
開
な
い
町
に
し
た
白
は

る
た
め
白
調
聞
を
?
羽
レ
ず
ほ
し
い
」
一
白
史
嗣
浄
見
学
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
一
だ
れ
だ
」
と
盟
E
を
同
っ
て
立
ち
ょ

と
阿
阿
も
世
目
と
時
し
合
っ
た
.
世
車
一
た
。
一
が
っ
た
。
E
れ
が
「
時
間
運
動
m
Y
M
盟

白
耐
人
告
白
“
較
的
な
敦
匙
訓
臨
で
は
一
前
川
さ
ん
は
、
そ
白
m
A
E
に
、
四
日
一
世
」
と
明
田
さ
ん
は
い
う
。
地
埴
間
活

市
公
官
を
剛
山
明
し
て
、
園
浜
町
由
虫
と
一
へ
の
揺
り
は
r
r
M
た
ち
の
川
南
国
を

空
柑
し
て
は
ど
フ
か
と
剛
め
た
。
は
じ
一
岨
由
、
市
民
亜
動
へ
と
遣
し
て
い
つ

め
は
、
「
川
H
丹
白
咽
植
が
問
れ
る
か
一
た
.

ら
イ
ヤ
だ
」
と
い
う
反
対
が
出
た
と
い
一
そ
白
鮎
凶
行
政
当
瓜
を
も
世
書
刊
か

え

一

す

よ

フ

に

な

っ

た

.

六

十

白

手

門

い

で

し
か
し
、
「
公
刊
で
見
学
す
る
の
だ
一
巾
宇
中
白
揮
に
ド
P
M
を
教
わ
り
な
が

し
、
臨
時
間
な
学
河
だ
貯
古
な
〈
、
地
一
ら
申
刊
に
草
加
す
る

w
お
ば
あ
ち
ゃ

暗
に
附
つ
て
は
立
つ
学
問
も
必
U
で
は
一
ん
M
M
た
ち
が
、
己
目
岬
聞
で
関
心
に
魁

な
い
か
.
把
一
聞
記
捕
も
A
由
主
バ
前
一
岨
.
地
語
芸
に
山
献
し
て
い
る
e
乙

暗
掴
d
と
い
う
持
品
川
の
出
っ
チ
9}持
つ
一
れ
を
町
閉
さ
ん
は
「
ゃ
い
附
由
起
し
た
一

て
い
る
。
A
U
』
刊
の
丈
帽
を
山
町
る
の
も
十
八
一
人
ル
ネ
y
サ
ン
ス
」
だ
と
四
〈
肝
刊
す

切
な
己
と
だ
」
と
ね
叫
.
A
f
U
由
了
解
一
る
.
H
間
七
翻
犬
苧
は
、
H
-
摘
μ
「
白
叫

を
え
て
山
巾
A
N
T
内
歩
じ
、
間
途
同
H
小
山
一
宇
L
と
H
H
h
H
と
片
に
n
同
制
M
で
あ
る

に
立
時
D
ぜ
ん
川
官
、
目
L
U
F
F
4
を
一
m
m
さ
ん
の
笑
£
q
L
か
け
る
M
m
い

も
つ
目
別
と
記
札
し
た
。
そ
の
川
き
由
一
思
い
へ
れ
に
交
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

出
は
、
」
，
m
A
M
白
ド
削
に
公
害
甲
車
し
一
明
寛
白
ょ
う
だ
。

さ
を
円
後
づ
甘
、
そ
由
時
出
円
学
内
に
一
予
川
公
民
も
い
う
。
『
わ
た
し
た
ち

u
b
刷
U
m
点
に
な
ョ
た
と
い
う
.
一
も
一
所
閉
由
や
っ
て
3
t
，
し
か
し
、

「
社
合
世
行
と
閣
内
し
4
f
山
人
会
は
一
市
川
さ
ん
が
い
士
か
ら
己
そ
、
己
己
ま

ど
巴
で
も
卦
押
を
な
〈
す
巾
同
盟
耐
と
一
で
や
れ
?
の
で
す
」
と
R

か
か
わ
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
.
日
七
一
直
田
冊
子
さ
ん
の
酪
陛

i
捕
礼
社

う
い
F
4
酬
は
行
政
を
陸
れ
て
お
や
り
一
会
教
育
T
1
一
一
十
九
年
同
川
か
6
2
一

〈
だ
さ
い
」
と
い
う
俊
明
が
処
n
教
向
一
十
六
年
十
月
ま
で
世
田
村
正
新

q
中
学

行
政
由
主
枕
で
あ
り
T
曲
閣
で
あ
る
と
屯
一
世
(
出
世
間
部
)
壮
刷
。
=
干
六
年
十
一

問
者
ん
は
ズ
パ
リ
桐
捕
す
る
。
し
か
し
、
一
月
、
H
出
d
晶
守
会
一
回
全
英
説
内
叫

真
由
葉
山
韓
両
川
の
あ
り
方
は
、
4
由
一
動
摘
、
副
色
L
4
V
6
.
英
バ
教
室
市

と

p
yを
守
り
、

8
+
十
物
名
と
し
て

7
じ
て
住
民
の
た
め
の
学
眼
川
阿
国
〈
乏

お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
勺

目
黒
区
の
「
主
婦
大
学
講
座
」

d 

日
制
婦
人
団
体
迎
合
合
(
芋
川
さ
く
主

8
長
警
苦
笑
雌
学
習
を
と
D
人
れ
、
H
山
岡
内
に
お
け
る
大
扇
町
陪
間
近
、
H
副
川
護
憤
一

に
よ
る
「
円
副
本
門
川
大
培
J
附
阻
」
は
四
ト
一
一
一年
に
開
醐
以
来
今
年
で
十
年
間
を
師
年
型
施
.
デ
l
u
"
を
泊
炎
し
て
岳
酔
埴
肱
白
住
民
組
曲
白
中
ひ
と
な

自
.
文
学
コ
l
ス
、
怯
山
・
腕
時
コ
1
ス
、
円
問
掛
宇
コ
1
ス
白
=
閉
由
っ
て
い
る
.
ま
た
、
若
い
時
制
や
働
〈
耐
人
た
ち
に
も
空
摘
出
来
る
よ
う
に

を
睦
げ
て
い
る
。
間
帥
に
は
、
大
学
噛
慣
や
弁
瞳
卜
し
な
ど
各
分
野
田
制
崎
町
内
宵
ず
を
世
日
る
な
ど
同
ば
に
お
け
る
聞
か
れ
た
大
学
と
し
て
±
廟
白
人
見

を
嗣
き
、
主
M
D
た
め
白
専
門
的
教
費
闘
世
と
し

τ内
容
由
五
宗
レ
t
も
を
出
診
」
い
る
。

白
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
四
十
八
年
か
ら
自
問
科
学
コ
1
ス
に
公
害

(目咽目〉昭和53年ユ月ユ目

五
、
六
十
歳
代
が
熱
心

楽
し
い
暮
ら
し
に
役
立
つ
、
確
か
な
品
で

お
い
し
さ
づ
く
り
の

手
育
て
後
の
人
生
を

公
害
地
の
母
の
会
と
交
流

i
川
H
H
H
H
H
川
口
日
!
日
・
日
t
H
i
o
一
き
、
己
申
闘
い
は
以
い
カ
ベ
に
は
W
T
ま
と
き
は
『
人
聞
は
な
ぜ
引
き
ね
ば
宇
担
た
い
白
は
『
人
聞
は
t
と
え
、
捜
拐
、
白
一
附
梶
山
荷
、
ル
1
1
ベ
ル
ト
大
統
師
走
曹
を
世
い
広
め
よ
2
L
も
閉
宮
白
協
力
さ
ん
と
ぞ
っ
八
角
田
聞
を
マ
ス
タ
ー
し
卑
な
ヂ
に
走
ろ
う
と
し
た
は
ず
で

「
出
r
o
の
出
港
」
室
ア
!
?
と
一
れ
宇
レ
た
。
子
供
が
い
る
女
は
ど
こ
も
な
い
白
か
』
と
出
い
宇
レ
た
。
陣
日
が
あ
っ
て
も
封
が
つ
い
た
と
脅
歩
き
抽
出
入
に
金
品
し
た
主
性
岬
晶
軍
と
合
え
が
憎
ら
れ
な
い
回
で
、
横
揖
へ
出
ま
し
た
人
で
し
た
。
蝿
百
さ
ん
は
わ
か
辛
ん
す
.
わ
か
さ
ん
は
白
骨
と
闘
い
、
円
分

ず
る
三
井
韓
提
督
、
子
l
♀
寵
能
っ
て
〈
れ
な
か
っ
た
白
で
す
.
そ
れ
過
E
ぜ
れ
咳
セ
れ
で
い
い
、
そ
ん
な
削
れ
ば
い
い
.
そ
し
て
山
升
円
司
自
t
め
ば
、
巴
官
あ
方
も
多
い
で
し
ょ
う
.
た
.
己
己
で
割
に
だ
ま
さ
れ
ア
メ
リ
一
刀
白
向
学
一
心
に
ひ
か
れ
、
柏
崎
し
事
し
に
勝
っ
た
女
性
な
の
で
す
.
わ
か
草
ん

-
・
三
井
物
臣
)
は
昨
年
q
L
、
松
官
ょ
う
や
〈
、
警
幸
正
官
『
ζ
れ
回
で
し
ち
ヤ
ケ
に
な
っ
て
い
た
と
き
に
市
き
紐
付
加
は
な
ら
な
い
』
と
い
う
古
性
押
A
由
依
田
容
廿
的
存
在
也
、
わ
か
に
す
剤
密
C
れ
た
の
で
ず
.
問
雪
一
た
.
E
か
争
わ
か
さ
ん
四
車
二
白
人
は
昭
和
十
二
年
、
主
醐
白
瓦
怒
ら
白

:
山
市
=
一
番
町
白
ジ
ャ
ト
l
テ
ル
ホ
一
ま
吉
田
女
は
と
P
レ
て
檀
陪
を
守
り
、
一
冊
目
本
に
め
ぐ
り
合
い
ま
し
た
。
E
と
で
す
.
さ
ん
白
前
身
は
な
ん
と
、
日
本
人
帽
件
ト
年
E
ろ
、
わ
か
さ
ん
十
八
煙
ぐ
ら
い
空
が
ス
タ
ー
ト
す
る
白
で
す
.
位
嗣
ゼ
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
臣
恒
尭
人

テ
ル
で
聞
か
れ
芋
u
t
.
一
ど
白
よ
う
に
し

τ白
骨
町
有
長
ベ
て
ロ
マ
y
・
ロ
ラ
y
白
『
魅
せ
F

回
れ
た
石
サ
ン
ダ
カ
Y
八
孫
間
師
、
サ
ン
ダ
カ
売
符
師
白
名
に
匹
敵
す
る
w
か
ら
ゆ
き
白
E
ろ
で
す
.
わ
か
さ
ん
は
シ
ア
ト
ル
日
本
に
阿
っ
た
二
人
は
出
用
白
田
昌
に
吉
見
し
芋
じ
た
.
尭
・
聾
苗
さ
ん
が

制
師
白
女
性
史
研
究
哩

・
山
崎
一
き
た
由
だ
ろ
う
』
と
国
三
宅
ぷ
う
に
な
っ
司
抽
と
で
す
.
暗
聞
白
あ
ま
P、
也
宇
が
y
白
羽
に
制
〈
=
一
聞
け
申
本
を
ζ
由
ほ
さ
ん
e
だ
っ
た
白
で
す
.
白
キ
ン
グ
ス
ト
リ
ー
ト
官
白
人
再
門
田
に
居
を
構
え
事
レ
た
.
掛
市
さ
ん
は
わ
や
き
て
い
れ
ば
ア
メ
リ
カ
行
き
は
許
さ

朋
子
苧
向
は
『
サ
ン
ダ
カ
ン
八
径
一
士
の
で
す
s

そ
し
て
女
性
事
処
駒
レ
片
H
に
m
g
空
く
る
よ
う
で
し
と
脱
M
し
ま
し
た

4人
公
は
山
田
わ
二
年
前
回
世
、
某
山
版
社
白
外
国
間
開
に
さ
ゼ
b
れ
手
し
た
.
別
措
二
十
か
さ
ん
の
警
に
す
岨
み
宇
主
。
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
.
同
豊
田
田
端
で

-
朗
朗
』
で
由
四
阿
F
1
4
E
一
ノ
y
一
て
み
る
討
に
な
っ
た
白
で
す
.
た
.
E
白
本
が
き
っ
か
け
で
N

内
而
世
か
さ
ん
と
い
い
ま
す
.
わ
か
さ
ん
は
別
闘
で
ア
メ
リ
カ
に
'
円
安
吾
レ
た
.
己
白
八
相
中
に
は
約
六
百
人
白
日
本
人
間
闘
が
悶
か
ド
が
き
ぴ
レ
い
軟
師
だ
っ
た
そ
う
す
か
ら
。
し
か
し
わ
か
さ
ん
は
喜
ん
で

一
一
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
事
受
持
じ
て
ま

一

払
は
予
晴
代
目
初
め
、
市
故
に
あ
?
に
口
を
同
げ
る
ζ
と
が
で
き
る
よ
柏
士

一年
に
ま
れ
、
昭
和
一
手
年
目
と
さ
す
ン
フ
ラ
y
シ
ス
コ
白
山
田
宍
l
E
白
小
さ
な
即
に
た
U
O
L
て
い
た
そ
で
す
。
そ
し
て
む
か
苧
ん
は
酔
眼
軍
と
霊
監
に
昔
、
遣
を
闘
車
町

ナ
.
今
回
は
、
「
女
性
史
白
串
か
い
亙
川
は
つ
ぶ
れ
、
館
申
曲
が
ん
で
し

-Z
L
な
っ
た
の
で
す

.
u升
目
さ
さ
や
搾
れ
、
七
十
八
開
胃
、
「
守
な
D
芋
レ
テ
ィ
ー
を
あ
る
老
人
か
ら
、
わ
か
さ
ん
う
で
す
.
し
て
一
活
躍
を
附
め
る
の
で
す
.
昭
和
大
し
芋
レ
t
.

ら
」
と
周
し
、
大
正
か
ら
職
前
に
一
ま
い
h
ハ
十
八
針
も
世
い
手
レ
令
~
。
己
白
か
な
体
験
を
且
L
て
み
な
さ
ん
に
吉
川
v
t
e
朝
日
新
聞
置
惜
欄
白
島
田
上
相
置
が
『

Z
フ
一
ピ
ア
布
、
町
と
い
う
聞
民
、
￥
J
ト
ル
で
九
十
四
時
に
な
る
日
系
都
か
ら
朝
日
新
聞
由
自
由
ト
宿
盟
を
担
か
つ
て
害
を
と
っ
て
い
た
キ
ン
グ
ス

か

げ

て

暗

闘

し

た

立

世

脚

柏

戸

ぷ

白

人

目

E

肯

を

憎

て

、

わ

か

さ

ん

が

ピ

ン

苧

ν
宇
レ
た
.
牌
帥
悟
剛
白
血
甜
的
基
ト
リ
1
ト
ヰ
〈
白
大
ホ
I
ル
に
も
立
ち

山
田
わ
か
宜
空
白
蛇
託
画
担
一
聞
を

・
f
1
・

ク
カ
ー
テ
ン
白
し
買
だ
っ
た
巴
と
が
わ
か
哩
は
母
性
亜
上
ギ
護
で
し
た
.
母
空
軍
芋
υた
.
わ
か
亨
ん
は
〆
ガ
永
ぞ
か

一一計

T
i…
頭
を
あ
げ
自
ら
と
闘
ラ

リ
ド
持
続
日
刊
誌
計
担
訂
口
諮
問
立
川

三

井

草

セ

ミ

ナ

ー

は

ョ

昭

和

ら

れ

て

い

t

た

.

呂

田

毛

D

よ

さ

E

も

っ

た

』

と

相

辞

レ

て

き

た

と

き

、

刑

ぴ

、

会

場

は

禁

と

苦

手

u

t

.

四

十

九

幅

十

五

月

に

ス

タ

ー

ト

、

田

一

よ

う

な

世

阿

か

ら

わ

か

さ

ん

は

ど

白

よ

わ

か

さ

ん

は

還

ん

官

脅

て

よ

』
と
苔
わ
か
苧
ん
は
マ
ユ
ひ
と
つ
酌
か
素
子
、

給料品村山守で開

感
銘
与
え
た
「山
田
わ
か
の
一
生
」
科
目
訪
れ
れ
匂
許
可
緒
的
措
ど
い
い
匂
沼
町

uuu

再
現
時
…
…

プ
日
間
目
立
地
問
諮
問
点
的
時
打
続
出
諮
問
山

一

明

{

一

一

宅

一

平

時

ら

い

て

う

辛

ん

の

困

問

自

白

仏

で

臨

袈

邑

y

ク

カ

ー

テ

ン

を

脱

出

し

た

え

だ

け

で

は

あ

h

J

ま

ぜ

ん

.

戸

商

に

た

丹

田

容

明

ま

れ

事

わ

っ

た

白

で

す

.

以
下
は
山
崎
辛
ん
の
桝
耐
削
世
間

一一

ん

は
〈
惜
と
帯
か
れ
て
い
ま
す
白
で
、
邑
白
官
ず
二
一
人
は
サ
ン

Z
フ
ン
シ
ス
コ
〈
さ
ん
白
岨
人
白
平
供
を
人
れ
て
い
ま
だ
か
ら
お
帽
し
た
い
己
と
が
山
白
レ
雪
d

で

す

.

は

引

買

に

ま

ち

が

い

な

い

、

と

判

断

じ

に

過

げ

宇

レ

弓

ζ

E

t

不

可

解

な

己

ず

.
世
人
犯
白
製
さ
え
、
わ
が
子
と
に
あ
る
句
で
E
吉
い
$
予
』
と
.

蒜

Z

$
や
じ
た
.
わ
か
さ
ん
が
ど
白
よ
主
に
E
と
は
わ
か
さ
ん
は
宿
署
白
白
チ
ャ
イ
ナ
し
て
人
抽
し
て
い
る
白
で
す
.
制
捜
ぺ
わ
か
さ
ん
回
全
当
世
は
と
も
す
れ
ば

女
性
史
を
地
引
レ
抽
出
た
由
は
柏
田

事
恥
予
て
削
自
を
畢
D
瞳
え
、
評
論
詰
白
地
位
タ
ウ
ン
に
削
借
虫
円
五
十
J
で
ま
た
据
わ
か
さ
ん
白
し
た
仕
事
は
正
酢
M
D
担
〈
じ
け
ま
正
す
呈
宜
世
に
『
掴
を
あ

し
て
、
$
芭
な
く
一
一
平
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(マ〉

全
日
制
市
民
。

地
方
政
治
に
い
ち
ば
ん
密
接

…

ま
川
叫
昌
人
間
離
同
四
各
属
。
一
町
村
ハ
怠
は
、
町
村
の
堪
単
に
空
宇
レ
一
六
宵
八
十
一
人
に
な
っ
た
.
町
村
長
は

パ
永
ル
・
デ
ィ
ス
カ
y
N
ン
ョ
ン
白
あ
一
:
」
と
a
M
U
、
当
時
四
立
性
は
「
公
一
一
人
だ
っ
た
の
が
、
周
近
、
福
島
蝿
で

と
、
出
席
指
と
由
印
刷
闘
叫
古
、
パ
事
フ
一
一
民
」
と
は
闘
争
り
れ
ず
、
遣
事
摘
も
な
一
選
出
さ
れ
た
白
で
世
一
人
に
な
っ
て
い

1

白

補

民

間

関

が

行

な

わ

れ

、

車

問

に

一

か

っ

た

.

一

る

盟
恕
過
事
推
海
市
民
自
吉
田
小
野
静
江
一
己
む
L
情
慨
し
た
払
た
ち
は
、
柵
人
一
関
性
は
、
間
間
不
在
で
蕗
仔
帰
宅

氏
自
聞
告
白
あ
い
さ
つ
で
輔
を
閉
じ
一
に
も
公
民
榊
を
寺
え
よ
と
い
う
週
間
を
一
ず
る
、
い
わ
ゆ
る
「
定
時
制
市
民
」
だ

た
.
一
起
こ
し
た
の
だ
が
、
理
瑚
〈
醐
州
明
配
一
刑
、
女
性
白
掛
合
は
、
ほ
と
ゐ
苫
一
日

各
パ
事
フ
ー
の
晶
君
叫
伺
は
問
。
過
一
刑
罰
施
し
た
た
め
、
女
性
白
事
政
剛
車
一
中
曹
に
い
る
「
全
日
制
市
民
」
で
あ
b

q

一酌
μ
己
ろ
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
こ
そ
れ
だ
け
に
地
方
政
柏
は
、
蹄
人
と
宵

一

t

.

一

揖

な

閥

俸

L
あ
る
と
い
え
よ
う
.

市

川

房

枝

氏

(
(
財
)
闇
雲
一
そ
し
て
、
わ
が
国
で
初
出
品
会
一
本
叶
白
血
い
地
方
白
ま
を
す
り

曲

国

主

一

〉

一

政

掴

が

Z

b

れ

た

話

、

時

間

開

由

一

出

す

た

め

尺

師

人

白

石

室

加

を

セ

t

s

雪

地

方

自

抽

と

い

A

4

白

は

、

国

政

よ

一

昭

如

一

下

年

士

-

月

十

包

目

、

期

調

町

一

軸

唱

し

た

い

.

明

。
も
あ
る
車
問
時
で
は
、
開
も
住
民
に
開
一
週
剖
白
過
草
山
田
政
正
で
あ
る
。
一

い
か
か
わ
D
Z
吉
田
で
、
富
白
一
そ
白
世
二

一士
卒
回
目
、
地
方
一

岡

本

花

乎

民

家
ヶ
崎
市
圏
一
て
い
た
た
定
、
P
T
A
D
P
完
と

空

白

抽

警

は

、

及

、

豊

富

一

品

業

制

定

さ

れ

る

白

だ

が

、

間

人

一

吉

宮

〕

一

二

信

踊

会

長

控

室

、

そ

の

と

は
な
い
.
一
事
政
由
推
障
を
敵
宇
で
迫
っ
て
み
る
と
一
己
己
で
は
、
わ
た
し
主
巾
企
酷
陣
L

一
脅
ほ
じ
車
盗
〈
毒
情
聴
レ
た
白
だ

し
か
し
、
明
泊
四
十
四
年
に
改
止
さ
一
部
守
山
府
県
生
白
岡
人
噛
U
散
は
、
由
朝
一
立
相
補
し
た
国
由
を
問
単
に
述
べ
て
担
一
削
、
判
断
否
政
拍
と
い
弓
品
、
あ
ま
D
に

れ
た
附
村
制
白
部
主
に
は
、
「
市
国
一
二
十
三
人
だ
っ
た
白
削
、
五
十
年
に
は
一
き
た
い
.
一
田
章
さ
い
政
喧
L
警
か
さ
れ
た
.

山
氏
た
る
年
令
二
十
五
膚
以
よ
白
出
子
一
一
一
一十
四
名
に
。
市
町
村
盟
副
散
は
、
珊
一
小
宇
佐
白
P
T
A
官
二
部
控
華
町
北
一
モ
E
で
、
閉
さ
ん
か
ら
、
ぜ
ひ
も
う

に
し
て
、
二
年
以
来
そ
白
町
村
に
佳
ん
一
宝
自
七
十
一
人
削
、
四
土
ハ
年
に
は
一
D
E、
骨
量
立
白
葺
が
宅
、
一
t
益
事
官
屈
を
む
げ
る
よ
う

で
い
る
針
は
、
E
白
町
村
八
食
ル
子
.
豆
言
下
=
一
人
に
嗣
『
究
十
年
で
は
一
巧
時
、
わ
た
し
か
文
化
部
白
部
品
芋
レ
に
、
そ
し
て
、
ガ
ス
や
水
辺
も
な
い
恐

婦
人
は

生
き

が

い

あ

ら

し

め

芋
川
さ
く
主
翼
の
話

ぷ
た
芋

自
然
科
学
コ

l
ス

ら就業へ

離
事誕

~-

拘

銭

明ば

‘哨司h
a鈴

よみがえった目黒川のサクラのトンネル、

4‘ 

.. 

議二

議選

• 
'FL時よ量

ψ ぎ

司喰

4>_ 
寡

'‘ 

~ 

" ， 
sゐ包

主ぷ
諸m訟

叫略(j品

、幽yu
h
w

， 
司-• 

• J 

4

0

0

年

の

伝

統

が

生

き

る

香

り

笠

か

な

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
し
ょ
う
ゆ

惨な

• 

普

私

増

tう

事
文
t
神
品
川
県
立
一
十
一
年
度
同
十
八
・
九
回
.
E
E
に
も

1
附
内
職
担
塙
セ
ン
一
日
本
H
盟
諸
官
刑
、
も
ろ
に
庶

i
n

一

制
問
問
タ
1
2
Z
一
民
評
童
相
レ
て
い
る
費
削
駐
宇

支
叩
季
所
良
〉
昭
一
と
な
っ
て
あ
わ
わ
れ
て
い
る
青
々

-V
仰
主
岨
に
よ
る
一
を
白
他
。
組
巾
と
し
て
は
将
来
計
幽

J
「
間
る
く
働
く
一
資
金
、
四
十
九
辱
班
九
・

O
官
、
夜
十

日
航
た
め
由
開
人
技
二
年
度
十
古
・
四
町
ほ
か
、
レ
ジ
ャ
ー
、

た

襲

」

が

さ

三

重

白

書

突

号

砲

で

雪

・

ト
-
巴
ろ
二
日
間
に
一
年
齢
別
で
は
、
三
十
代
が
い
れ
十
七
・

可寸

w
わ
た
っ
て
個
師
一
五
町
と
耐
半
世
.
聞
い
で
二
十
九
眠
以

さ
抑
需
口
、
量
一
下
二
十
町
、
合
わ
せ
で
約
八
十
汽
己

え

問

答

セ

ン

タ

ー

一

在

、

耳

-

喜
L
手

sa

p
y
酬
で
取
れ
た
.
一
望
あ
る
た
め
、
委
白
血
い
パ

i
ト

-
-
4
附
輿
掴
コ
ー
ナ
ー
一
タ
イ
ム
に
も
出
る
E
と
が
出
躍
な
い
.

で
闘
力
、
リ
シ
ギ
ン
グ
な
ど
白
碍
門
的
一
内
職
事
J
え
る
人
に
と
っ
て
吊
も
聞

な
ミ
シ
ン
を
な
れ
骨
生
7

ヲ
き
で
担
う
寓
一
心
の
あ
る
貴
金
を
み
る
と
、
内
曹
を
拍

田
哲
L
つ
つ
門
中
ん
だ
質
問
削
蛇
中
ず
る
一
め
て
い
ハ
カ
月
目
人
で
時
前
百
五
十
三
円

な
ど
H
車
耐
空
削
る
ま
嗣
'
白
牛
括
提
=
年
空
白
六
十
三
円
、
五
年
で
こ
白
ニ

咽
が
反
幌
完
れ
や
』
世
間
同
だ
っ
た
。
一
十
一
月
E
れ
は
、
世
間
京
噌

ι比
じ

E
D
世
間
出
に
パ
永
ル
M
出
品
さ
れ
た
一
て
が
小
事
と
も
山
地
え
る
ほ
ど
低
い
.
己
目

内
容
か
ら
み
る
と
、
円
帽
の
輔
副
は
、
一
低
さ
手
陸
別
ず
る
よ
う
に
明
圃
別
白
平

蝿
粧
加
工
が
睡
も
パ
I
セ
ン
テ
)
ジ
が
一
同
月
岨
を
み
て
も
梓
聴
で
約
二
万
八
千

商
く
五
十
八

・
五
回
.
恒
宮
田
円
十
五
一
円
が
地
高
.
車
低
で
電
n
m
部
門
白
約
一

-
一
一
回
以
下
措
置
九

・
一
師
、
読
叫
制
一
万
五
千
円
、
全
体
白
川
小
周
は
一
万
六
千

八
・
八
封
、
紙
加
工
八
・
四
回
目
舶
と
一
円
と
低
い
.

な

っ

て

い

る

.

一

己

白

措

間

民

を

見

た

印

象

で

は

、

そ

輯
粧
加
工
白
内
聞
を
み
る
と
干
占
一
回
世
相
に
〈
ら
べ
て
g

司
令
が
本
当
に

ー
や
ブ
ラ
ウ
ス
に
刺
レ
ゅ
う
す
る
白
が
一
ま
す
ぎ
る
N

と
い
う
唖
じ
を
費
甘
る
.

+
三
・
九
拓
、
ス
カ
ー
フ
、
エ
プ
ロ
ン
一
明
る
く
働
〈
た
め
に
は
、
少
〈
と
も

が
土
ハ
師
、
坪
盟
十
一

・
三
師
、
和
世
一
己
白
梢
芝
P
あ
よ
う
に
世
手
レ
サ
必

一一

・
一
一
一
回
と
な
っ
て
い
る
.
一
〈
四
か
.
同
セ
ン
タ
ー
、
内
咽
を
し
て

内
職
秒
晋
る
一
理
由
は
「
軍
計
四
不
足
一
い
る
由
人
た
ち
が
再
に
噌
え
、
世
帯
を

を
剛
う
た
め
」
と
す
る
白
が
半
世
近
一
計
三
品
か
な
〈
て
は
な
長
い
間
周

〈
.
四
十
九
年
度
三
十
五
・
三
回
、
E
-
t
も
あ
る
.

t， 

酷場ではいつも畏闘を忘れない

U
町

山
E
z
-
-
E
z
-
-
Z
Z
E
E
-
=
=
=
=
=
=
三
三
=
一
=
=
z
-
E
E
-
-
=
=
=
=
-
z
=
=
=
=
=
一
三
言
三
-
=
=
=
三
=
=
-
Z
E
-
-
=
d
暗
白
骨
同
制
抽
出
、
調
同
部
骨
川
州
事
描
苫
引
も
多
い
は
ず
だ
・
い
に
任
と
も
な

川

D

E

量
h

k

v

r

u

室

町

志

議

員

は

川

宅

、

吉
本
に
わ
た
り
公
団
禁
れ
ば
、
つ
き
あ
い
も
?
な
る
-

m

-と
園
図
福
島

i

h

t

F

H

山

こ

と

り

く

U

a

「

世

田

轄

に

あ

る

砧

「

い

ま

ま

で

は

、

ま

っ

た

く

お

m

u

m

u

よ
嘩
詰
切
a
f
川

撒

少

な

い

が

そ

の

工

川

t

州

知

ペ

開

明

師

約

ぷ

田

川

川

(

き

由

た

)
7
7
号
、
μ
1
パ
ー
ク
や
竪
円
な
か
っ
た
白
に
、
緊
で
は
り

川

ド
¥

思

量

4
E
川

半

田

真

遺

子

さ

ん

川

円

塁

園

、

青

山

公

団

主

宰

?

ス

T白
叫
か
わ
か
っ
て
き
て

川

jd
憎
回
訓
d
R
〓
国
一

川

川

廿

事

レ

て

、

哲

一

容

に

は

、

ほ

ら

』

と

、

は

に

か

む

.

川

“

忍

草

警

F

Y

、

川
z
-
-
F
E
-
-
=
=
=
-
=
一
一
一
E
z
-
-
-
一
一
回
日
#
い
凶
世
田
訟
の
毛
ば
の
」
回
定
一
ま
れ
の
京
宵
;
時

川
川
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
聴
掛
楠
も
出
少
な
く
あ
れ
J
i
ま
ぜ
ん
」
。
匝
女
と
、
円
を
闘
か
せ
る
。
は
宰
ロ
高
.
「
小
さ
い
と
き
か
ら
ピ
ア

==司=E-==
E
=
E
=
E
-
=
=
E
=
三
三
=
三
一
三
=
E
=
三
=
三
一
三
=
π
世
と
凪
う
訓
削
川
.
自
動
閉
す
る
公
明
眠
地
が
そ
白
肝
昭
和
白
十
九
年
十
月
に
、
現
在
白
ノ
を
や
っ
て
い
た
E
と
も
あ
っ
て
、

己
目
十
一
月
、
横
開
府
は
、
間
人
「
そ
う
で
す
ね
、
句
「
乎
P
E
や
時
制
削
利
用
ず
る
職
場
L
転
均
己
己
で
は
、
公
間
晶
も
っ
ぱ
ら
ー
さ
宇
リ
ン
ッ
ク
瑚
問
、
パ
ッ

白
地
何
と
制
祉
担
向
ょ
を
H
s
t
て
四
世
宙
に
は
、
女
性
白
ト
蔽
公
邸
回
全
閣
で
す
か
ら
、
長
じ
て
も
主
世
計
白
予
慣
れ
副
ヒ
か
ら
的
ま
っ
て
、
投
ハ
が
宮
e
」
と
い
生
半
川
さ
ん
、
高

『凶
内
行
動
μ
引
由
州
問
爪
点
目
串
』
は
、
ね
た
し
を
含
め
て
た
っ
た
白
三

白
幽
制
な
制
点
に
立
っ
た
設
計
m
N
U
掛
川
主
将
白
掴
時
、
完
成
権
町
維
持
・
世
時
内
に
は
、
山
間
部
に
簡
を
量
い

円

本

献

引

月

四

日

号

に

全

文

掲

臨

〉

合

合

合

台

て

い

#

句

E

D

n

用

と

躍

し

た

庫

融

門

前

日

以

訪

日

哉

碁

こ

コ

む

を

し

つ

わ

り

弘

司

在

定

車

内

定

MU問問凶可・・&・町
&
F1

‘
，
t
u
-
-
-
-
-
h
a
p
-
d
'
l
守

1
1
4
v
j
a
，

っ
句
〈
聴
掛
に
は
山
女
白
不
平
崎

E
B
'
』
1
4

1
1
J

i
-

-

a

担
身
.
「
別
に
曜
泊
し
て
い
た
わ

が
也
知
と
し
て
盟
F
H
間
人
が
職

t

v

f

・

7

t

-

l

・

・

ぜ
で
な
く
、
円
黙
と
己
う
な
っ
て
し

宅

事

情

力

3見
回
し
て

王

都

ニ

ト

E
軍

主

り

世

F
通

ナ

て

ま
っ
て
・

5
2出
て
く

い
る
忘
い
い

R
8
5
正
取

i
Hコ
淳

一

U由
雪

ヵ

ー

ー

れ

ほ

:

」

と

、

Z

Z

T

え

て

の

行

動

回

樟

だ

と

も

い

え

よ

合

合

合

合

亭

と

、

「
も
幸
つ
ん
柏
田
し
て
も
、

う
.
人
。
己
白
鴨
川
晴
炉
希
明
ず
る
女
僚
は
唱
な
ん
で
す
」
.
軒
圏
、
理
常
と
、
盛
岡
誼
慣
の
全
般
己
白
仕
引
は
耐
廿
ま
す
」
と
、
っ
け

冊
人
に
対
し
門
戸
を
聞
事
じ
て
い
多
い
ん
で
す
が
」
。
な
ザ
h
v
E
B
学
些
時
代
、
教
聾
宇
市
ド
イ
ツ
分
を
聖
け
も
っ
て
い
る
。
「
瞳
輩
も
柏
加
え
る
乙
と
も
一
平
抗
な
い
.

る
の
は
、
一
般
企
業
だ
廿
で
は
な
い
$
予
か
.
「
根
川
ず
る
向
が
二
回
斜
を
相
官
叫
し
て
い
た
が
、
「
唱
に
帽
柵
あ
D
ま
ず
し
、
年
に
四
、
宜
闘
は
押
来
由
事
は
「
白
骨
町
議
を
つ
れ

い

.n公
げ
も
同
障
で
、
主
性
白
括
足
白
ふ
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
」
・
学
だ
げ
を
惜
か
し
て
由
眠
時
に
眠
間
九
州
、
問
問
、
沖
縄
へ
と
出
世
し
て
、
己
れ
が
わ
た
し
り
つ
く
っ
た
蚕

闘
の
晶
と
し
て
は
、
文
部
省
と
労
曲
摘
晒
し
た
ら
や
め
て
し
宰
ラ
白
で
を
晶
じ
た
と
と
と
、
当
時
は
、
公
~
輔
さ
と
い
う
多
忙
な
講
師
を
、
ス
リ
岡
よ
っ
て
、
塑
童
あ
る
己
と
」
と

世
〈
ら
い
と
い
う
白
が
完
関
~
。
そ
は
、
副
揖
で
の
掴
岬
は
ム
リ
で
は
な
問
匝
が
真
由
化
し
て
い
t
時
期
で
、
ム
な
体
で
こ
な
し
て
い
る
.
冗
酷
め
か
し
て
闇
る
半
同
さ
ん
。
己

ん
な
中
古
い
か
、
夜
起
〈
ま
で
自
動
掛
か
で
き
こ
れ
か
ら
は
グ
リ
ー
ン
が
前
昭
明
さ
宜
世
と
し
て
申
ハ
y
デ
を
特
基
白
ひ
と
ζ
と
に
、
開
女
白
住
宅
L
か

-
4
田
真
周
子
さ
ん
.
国
雲
な
い
白
で
は
、
君
。
4
い
込
れ
Y
4
岱
古
今
え
」
て
、
主
を
E
と
は
B
「
あ
ま
り
事
め
ま
ぜ
ん
.
け
る
情
闘
と
、
円
桝
白
ほ
ど
を
見
る

掛
同
a
己
申
十
月
、
主
任
に
封
格
み
H
包
一
白
尽
を
ふ
ま
ぜ
て
い
る
ら
延
長
、
負
宇
部
適
閣
制
で
ニ
年
間
岨
と
い
う
よ
P
も
、
眉
じ
な
い
よ
う
心
思
い
が
し
た
.

し
た
.
所
圃
は
、
盟
駐
留

・
和

市

し

い

と

い

う

.

曽

.

が

け

て

い

る

も

自

で

す

か

ら

」

.

サ

同
公
園
輔
地
訓
.
女
性
に
と
っ
て
「
し
か
し
、
女
性
な
ら
で
は
白
職
事
童
陸
、
車
市
部
盟
結
局
に
肱
ラ
リ
と
空
け
聞
す
剤
、
そ
れ
な
D
D

()~， 
包L

内職か

お

料

理

の

か

く

し

味

マ
ン
ジ

ョ

ウ

本

み

リ

ん

洋

風

料

理

の

昧

つ

り

に

か

か

せ

な

い

キ

ッ
コ
ー
マ
ン
ソ
l
ス
、
デ
ル
モ
ン
テ

・
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ

1

0

0

%

ジ

ュ

ー

ス

の

本

命

デ

ル

モ
ン
テ
・
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

食

事

を

お

い

し

〈

楽

し

〈

す

る

マ
ン
ズ
ワ
イ
ン

も
う
、
み
ん
な
お
な
じ
み
で
す
ね
。

キッコーマン醤油株式会柱

4 
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;論議

一
が
主
性
で
あ
D
、
当
一
柄
、
女
性
白
委
同

一
輔
自
な
か
で
も
窟
品
者
甘
い
た
い
と
常

一
も
半
世
で
あ
っ
て
い
い
と
思
う
由
で

一
に
思
っ
て
い
る
.

一刑
、
た
っ
た
の
一
一
回
と
は
、
あ
ま
り
に
一
で
曙
蛇
融
合
品
冶
笠
と
い
う
脅
車

一
情
な
い
状
抑
制
九
と
い
え
L
官
J
.
一
い
が
あ
る
が
、
巴
れ
は
学
世
世
宵
に
阻
っ

一
ま
た
、
出
ω
口
氏
白
場
合
、
間
人
白
担
一
て
白
E
と
で
、
日
骨
白
子
P
E
に
到
し

一
型
車
は
比
較
的
2

聞
い
の
だ
が
、
全
体
に
一
て
教
育
酷
心
だ
と
い
う
乙
と
に
他
な
ら

一
な
る
と
警
に
低
い
.
E
I
れ
は
、
住
民
票
一
な
い
.
柵
人
は
、
子
P
E
に
か
け
る
期

一
だ
け
区
内
に
瞳
い
て
あ
る
よ
う
な
宇
一
持
や
匝
い
白
二
開
か
一
Z
捌
で
も
自
分
自

一
生
、
曲
島
村
な
ど
潤
い
府
が
非
常
に
多
一
身
白
空
ぜ
由
た
め
と
か
、
向
分
が
と
っ

一
い
と
い
兵
器
の
裂
性
富
田
し
一
苦
手
と
い
う
と
と
白
製
品
〈

を
↑

て
い
る
。
そ
己
官
わ
た
し
た
ち
は
、
暗
唱
議
事
事
と
す
.

世
一

時
白
帯
措
活
酎
ど
し
て
、
推
進
委
同
と
一
だ
が
、

そ
れ
を
唱
輔
し
て
い
る
聞
人

由

一
出
童
画
安
件
九
十
人
が
、
世
良
一
は
少
な
い
白
首
宅
、
E
白
己
と
か

同

一
四
十
一
出
直
所
軒
内
を
ベ
ー
ス
に
情
劃
7
Z
計
算
教
育
田
克
害
計
っ
て
い
〈

劃
一

を

続

け

て

い

る

。

一

必

樫

昨

日

手

唖

じ

τい
る
・

泊

一

と
こ
ろ
が
、
惟
溢
委
員
白
置
に
寝
静
一
社
宣
教
育
を
通
じ

τ、
円
丹
白
町
が

竺

雪
、
拍
動
Z
E
が
り
に
援
護
一
点
、
商
用
捕
す
E
た
産
主

人

一
如
出
て
い
る
の
が
貰
情
で
、
E
白
点
を
一
〈
な
る
か
を
n
d
A
る
槽
会
を
、
も
っ
と

竺

改
高
ず
る
た
め
に
、
政
事
華
富
一
つ
く
っ
て
い
き
た
い
.

付

一
な
ど
の
勉
強
事
る
饗
革
委
画
一

森

秀

子

氏

要

員

全

竺
や
協
力
香
里
与
え
、
置
を
ま
る
と
一
陣
画
)

唯

一
と
も
に
、
要
た
ち
が
「
輯
」
と
な
二
葉
川
県
に
出
し
て
、
特
置
す
べ
き

竺
て
住
民
白
詰
盟
闘
を
高
め
る
き
開
一
点
と
し
て
は
、
革
新
設
を
義
喜

一

官

て

い

る

・

一

を

と

で

、

を

自

主

立

っ

た
由
時

一
日
本
の
器
産
ぐ
す
る
官
事
一
欄
眠
、
川
崎
君
、
襲
四
四
革
新

一ず
る
宮
古
世
壱
あ
る
・
わ
た
し
た
ち
一
息
揮
で
昔
、
そ
れ
を
費
え
た
開
人

一
は
、
出
産
会
恋
窓
会
E
に
、
一
白
力
も
犬
き
か
っ
ち

一
潤
〈
K
し

い

準

君

、
E

t

て

喜

一

罰

震

に

な

っ

て

ふ

命

壁

一
せ
る
最
柏
と
い
ろ
も
白
を
闘
っ
て
い
一

一

一

手

が

甘

て

ほ

し

い

と

思

い

資

輯

を

岨

晶

一

る

一

抽

出

て

鵬

ろ

い

て

し

ま

っ

た

・

県

白

な

一

狩

集

サ

チ

氏

〈
理
市
審
一
か
で
己
評
ほ
婦
人
が
い
ろ
い
ろ
な
骨

一
重
喜
号
護
市
は
、
多
車
川
一
禁
議
闘
を
L
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

一を
揮
に
府
中
、
開
市
白
岡
市
に
接
し
、
一
T
、
ま
っ
亨
主
斜
と
し

τ行
政
が
担

当
選
し
て
か
b
D
四
年
聞
は
、
モ
由
一
人
口
四
万
五
千
人
、
広
さ
十
七
平
方
一
事
じ
て
い
な
か
っ
尤
か
ら
だ
.
哩
行
政

時
日
が
、
抽
方
向
日
澗
白
地
抽
で
品
わ
れ

一
J
目
、
か
な
D
保
守
的
な
都
市
・
己
一
と
し
て
、
聞
人
間
囲
刑
事
恋
疋
幸
田

花

、

一
白
土
勢
、
重
宝
斎
如
、
そ
れ
も
一
え
ら
れ
て
い
な
い
・
す

べ

て

磁

器

現
在
官
は
、
白
柏
警
官
、
費
こ
産
省
白
也
事
事
閉
札
な
っ
た
白
一
に
丹
断
さ
れ
て
い
有

白
署
晶
柵
曹
と
台
、
執
行
者
と
執
任
省
一
は
、
元
世
長
聖
レ

τい
た
市
畏
か
b
白
一
国
窃
百
八
人
白
な
か
白
聞
人
画
堕
且

霊

堂

W
り
か
に
し
ヨ
暗
動
産
五
摘
が
あ
っ
た
か
長
三
土
地
白
一
人
自
己
実
聖
指
摘
す
る
と
と
も
に

け
て
い
る
.

一軍
よ
P
も
静
佳
同
白
方
が
多
〈
な
っ
た
一
県
民
障
に
蹄
広
告
行
政
由
一
窓
口
9
設
置
さ

一
混
在
、
他
地
埴
主
主
人
に
も
E
一
ぜ
有

加

藤

芳

筏

氏

ハ

世

岳

民

過

事

一

一

一
に
入
つ
ず
名
ら
い
た
い
.
さ
ら
に
京
世
一
周
近
目
宅
祉
活
動
と
L
て
は
、
昨
年

皇
室
e

一
に
も
牢
r
E
し
い
と
白
，
ぎ
か
ら
一
貫

5
2
2盗

-
m
在
四
週
事
罰
則
書
画
散
は
、
五
十
一
だ
っ
た
.
一
世
a
引
用
に
師
人
聞
係
白
行
政
推
嘩
醤

手
庄
の
場
合
、
今
回
で
、
二
千
喜
一
敦
賀
口
融
白
す
べ
て
事
自
主
喜
一
酷
白
控
時
十
月
、
嗣
人
間
圃
研
窓
ノ

点
十
人
い
る
が
、
そ
白
う
ち
宜
世
香
田
一
高
、
世
臨
す
る
白
で
、
非
常
に
六
甲
な
、
一
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
!
ム
〔
国
交
六
名
〉

は
、
わ
ず
か
一
一
審
八
十

一
人
に
喜
一
審
一
区
塁
手
事
項
に
事
加
し
万
高
十
一
平
菌
、
震
に
担

っ
て
い
る
.
車
副
閣
だ
と
、
ニ
土
ニ
区
一
て
お
り
、
ま
た
市
政
と
し
て
は
、
喬
画
一
廿
る
師
人
目
世
間
宮
テ
ー
マ
と
L
た
闘

中
=
天
、
ニ
ー
ヱ
ハ
市
中
七
人
で
幸
司
一
に
は
じ
申
て
女
性
が
な
っ
た
と
い
う
こ
一
人
間
哩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
白
開
制
.
十
一

さ
ら
に
、
師
会
岡
田
ま
つ
を
い
な
一
と
も
あ
っ
て
女
白
立
場
、
母
腕
白
立
一
月
十
九
日
、
間
人
間
回
想
重
量
置

い
所
が
十
岡
県
も
あ
る
.
一
端
か
ら
唖
宵
白
山
圏
在
岩
五
士
い
、
そ
一
な
と
が
あ
る
.

人
U
り
L
い
え
ば
、
そ
申
半
分
以
上
一
れ
を
白
骨
白
増
え
の
E
本
と
し
て
、
容

明|いへの
ピ竺j情熱

.周5・-~金恒温.， 開入}

鳳芥子次先生帥.，

斬..人先生(峨画監・

高階勇筒先生{恩恵大当"晴氏蘭忠実情酎

高a・・・4匠完全{九州文'.J!.I'."、償支刺
多鴻 錫先生{平衡大~II， <:It零}

多掴温求..~金
，.・.考人3医科零研究....コミュュヶ-:;...:.-.)

圏 伊玖.先生岬・・
脅山修町完全{同人..，

車倉町関係先生伸園文孝輔 元東息女隼・.，

戸川・夫先生{作酎
禽岡多事手先生 尚人作創

外山滋比古先生
(お.17)**子大..陣 要-.零》

費節』隆志111也先生{厘史字.先立・鑑尖零・.，
羽仁温先生{検蕗E・
・ロ清之先生f歯学嶋文掌.度。場首相

笹本清費量先生帥酎

a 敏..~金岬・.
.本冒..先生(.祖酎
山.111乎完全性佳史研究.，

(玄+脅.'

三持初案

な CI'I分の存夜」に'"づき1おどろこ5
ではあ!:>，陵せんか。そのFおどろき.，か

ら、もういちど、学U舎はじめようで

はあDませんか.

-Z斧..望セミナー辻、著名，'"ヒ入、m・
人~II聞に週えて、田和柑隼4 月から

を多めどでつろう傘圏各・B市で開錨中です.

町、、-J"・・.、 、
、~、 周聞として次町先生のご闘力@いただ

いてお'"食す@

重量関鐘次先生

("."lJ:AXM零研究*.11.11)・.，
金関ー，奮発生比・文字敏氏 ..制

2事鋼大蔵先生岬・酎

あえ広たも.句碑Uの幽発へ.

l三井教差セミナ

ご..'k..~ ，，，，，め匂を....ちして初白金す.

三井敏聾セミナ一事務局
⑦E関一・I..司t!li..周処・・・22・号室係....広・・ '"ω，.騎月'"

似;<.~持必::t.'J;;場審!炉4主

J傘， -;毛 o
合

唱婿叫相

への鯛総舎、あらためてゆD動かそ5

ではあDまぜんか.自分は、じつは伺

も阿っていえ品、目だ、というあの C，・

閣の何1，によって.そして、そのよ"

-小・手C.."の掛fI，・3・..幽調館公した.
・・の"_.J~".・と・hです.
・三，.. 闘車をよ〈陶ラていただ〈た"'"""
冊子'・・とロ守ン自由民.~..むしたw
の砲_，b幽到健全した.ど怒らも、ご舗圃の
方医ハガ辛にて宕"'.でお・込み〈ださ』、

明日・日断固・s
ヨ11.'1'''て、.'"、 富作幡闘にa・.

叫hw 

串
瞳
を
由
草
す
る
た
め
に
も
、
と
立
棋

桶
を
す
す
め
b
れ
?
窃
だ
っ
た
.

昭
和
三
十
九
年
に
立
幌
輔
.
世
柏
白

乙
と
埋
ま
っ
た
〈
知
ら
な
い
、
サ
ュ
フ
ロ

!
マ
ン
目
立
す
婦
の
江
揖
官
、
盟
下
位

で
当
事
υた
w
m
餌
.
己
目
当
時
は
、
世

貰
笈
を
は
じ
め
、
昭
一
叫
車
墳
が
ま

己
と
に
ひ
ど
い
状
雌
だ
っ
た
.

ソクラテスJ:C織田町掴，，"，.兎きまし

た。自分は同も知らない、ということ

を矧れ、というのです。それが践の掌

U申出魔でLた。

デカルトほP厩~，ことからE夜立ちま

した。 1，"て、 焼 9て縫いぬいて、

なおかっ、厳5ことので倉ない円分の

存在とい"もの.，"'Uの問点に綱えた

のです。

森 カミュ…山・ら、

なにががはじ去る、と考えま

・ した・とDたてて、こともな

d伺白h い人生のある目、ある園間、

人はおどろき、おどろきに自

宅:1'1 ざめて学日令開幽するという

鼠…学日の出荷は、人さまざ去
であD会しょ"・割、人日と

を惨υへと田"のは、入閣の心の奥ド
あるr闘いへの例鳳」ではないでしょ"

か。その情"こそが、人をして、自分

自・の際海に向わせ、疑いを届させ、

そして、ある瞬間に目ざめさせるのだ

と思います。

ソクラテスのむかしにくらべれ官、

例傾化社会といわれるこんにちの錐禽

は、たいへん乍日やすい濁腐のよ引こ

見えまナ.ぁbとあらゆるTIIIi'!'用い

て学ぶことができるのですから・かつ

ては千里町過をaがいたすえ、やっと'
Bごした回aや剛警舎、い傘でほ、 L、な
酎らにして鰐られるのですから・

ところが、不思圃なことに、そヨな

ればなるほど、闘いの欄"は失われて

し食ったように思われます。なぜな白

でしょ5・圃いを売しょ5とする矢集

に、"'"が集会わDして与えられてし

会5からです.それほど便利な陸田中

になヲfからです.ζ白盛時で、調代

ほど9ぷ町に園"な時代はなかョたと

いってもb 、かもしれ念ぜん.

そこで、軍ぷヲ鍋粛はこ"です.圃い

ヲ雪子さん轟
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r

I

l

l

i

-

-

I

l

l

i

t

-

-

ー

ー

ー

た
い
と
叫
っ
て
い
る
わ
け
で
一す

・

誌

に

厄

い

宅

ず

・

ま

ず

a

壬

一

円

件

・

川

山

一

手

質

二

ち

ヒ

っ

て

|
L

暗

合

を

た

ち

の

告

宅

、

ど

ん

そ

れ

と

、

ま

を

同

国

一

人

々

々

が

た

変

身

苦

ぜ

な

も

の

で

吉

川

川

一

ね

ヨ

目

I

d

J
1

=

吋

I

l

l

l

u
問
民
主
品
開
に
志
議
警
出
し
て
い
る
か
、
聴
率
司
民
主
富
市
』
と
行
え
る
・
2
1
タ
カ
j
山
す
主
で
は
川

-

1

1

t

i

l

-

奇
'
K
A

日

せ
た
の
も
、
新
し
い
芸
局
ぇ
、

め
る
と
と
が
ど
ん
な
に
た
凶
で
あ
日
告
は
お
ヒ
と
納
税
折
と
い
う
凶
明
い
で
い
る
・
テ
じ
の
ク
イ
ズ
や
川

川

「

i

l

-

-

東

京

国

税

局

長

山

崎

敬

一
郎

同
人
H
、
特
に
i
記
号
E
t
p
、
そ
れ
が
什
叶
た
ち
の
誌
に
ど
控
ぶ
し
て
し
ま
っ
て
い
る
@
マ
ン
ガ
に
も
担
金
山
岨
互
い
、
い
川

叩
一
色
八
お
誌
に
官
、
奇
い
う
活
が
ど
E
か
に
あ
り
ま
す
-
M
た
ち
が
、
突
?
に
つ
い
て
Z
m
ん
な
に
Z
ス
と
な
っ
て
は
ね
毎
日
た
ち
富

sーた
ち
の
も
ろ
い
ろ
完
し
て
い
ま
す
」
山

川
午
己
主
審
脅
し
た
刷
る
い
年
説
法
一
は
、
己
目
よ
う
な
読
皇
宮
必
読
売
う
と
の
主
て
い
る
か
と
い
う
主
を
よ
く
官
町
と
し
て
他
う
ρ

叶

相

し

た

主

ん

食

合

会

川

…
で
あ
れ
と
安
叫
し
手
-
四
を
官
宮
認
を
岨
め
て
い
た
か
ら
吃
三
そ
こ
で
言
に
問
問
主
ん
。
揺
さ
れ
て
、
よ
う
や
く
で
は
右
上
に
主
あ
げ
る
も
の
、
と
誌
に
、
山
m
M
H
白
プ
u
y
ィ
川

吉
田
に
士
ず
さ
わ
主
と
し
て
だ
い
て
H
し

い

寝

室

主

差

白

昨

夏

山

田

忘

刑

事

睡

し

て

罰

づ

〈

@

ま

た

山

内

宮

全

に

何

ら

れ

る

も

白

と

い

う

互

京

芸

!

生

。

川

川
岡
田
村
富
面
白
凶
の
担
か
な
く
則
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
こ
互
い
た
だ
き
た
い
と
お
嗣
t
t
。
か
ふ
り
か
か
っ
た
時
に
だ
け
開
心
を
す
る
・
ζ
患
い
で
は
な
い
官
し
ょ
問
掛
川
と
い
-
2
2
、
地
叫
で
山

川

告

白

雪

よ

う

に

犬

き

な

閣

心

を

宇

土

月

十

黒

字

白

白

ま

で

1

1

2

i

l

S

E

-

-

:

:

i

f

i

i

i

i
i
i
t
H
刑
務
ス
ト
レ
ス
主
い
と
か
、
そ
川

ご
さ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
ぜ
ん
。
「
聖
智
回
開
」
と
し
て
い
る
い
m

?

t

a

t

s

-

E

Z

E

C

F

A

仰
れ
E
福
岡
が
お
お
だ
と
白
川

川
そ
れ
に
は
一
時
示
、
も
っ
と
る
な
P
R
誌
を
し
て
苦
手
。
…

+

工

手

白

こ

闘

相

内

ツ

畑

本

ハ

陥

閃

仏

白

川
司
援
に
「
間
白
引
で
J

ら
な
い
山

川
も
っ
と
担
金
に
訴
と
聞
去
っ
肥
在
住
、
明
に
か
か
わ
る
人
一

f

d

t

r

V

E

t

-

-

t

L

1

4

ノ

一J

;
が
あ
っ
高
に
は
、
お
っ
〈
-
品
川

一一的叩川町双山明…………ぃ…一一一…一一一

管
内
の
相
談
判
万
件

一
律
一
明
日
J

一

量

護

軍

護

語

教

引

を

川

崎

し

f

i

f

t

i

-

-

i

i

i

l

a
s
-
-

a
S
F
J
躍
ス
ポ
ー
ツ
h
E
L
L
川

蜘

騒

織

寵

幽

て

い

ま

す

.

「

そ

れ

は

ど

2

1

.

も

つ

。

そ

れ

で

は

い

け

ま

ぜ

ん

ね

.

主

。

協

議

君

事

.

ス

千

三

川

川

闘

聞

霊

離

す

べ

て

白

人

女

詰

問

し

て

長

ヴ

ィ

ヴ

ィ

私

た

E

l

f

-

z

到

し

か

し

5

2

な

川

区

升

ン

ス

ピ

リ

Y
ト
道
路
!
フ
ェ
ア
で
川

川

田

Ea語
障
に
割
合
が
開
〈
ヅ
ド
手
か
、
お
.
誌
に
曲
曲
し
そ
手
官
、
新
聞
で
も
も
っ
と
話
め
ぐ
る
間
詰
や
相
続
は
も
あ
り
公
正
と
は
起
草
る
人
み
な
川

'

，E血管
露

間
わ
っ
て
い
る
て
い
が
喜
た
い
で
す
.
躍
起
曜
ト
げ
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
よ
D
量
化
ず
る
さ
ま
ざ
ま
な
品
目
い
2
2
.
ぷ
肯
か
ら
問
硯
川

-
M輔
翻

輔

の
だ
と
い
う
且
惜
し
み
ま
ぜ
ん
よ
。
(
買
い
ご
l
票
と
回
答
曲
に
対
ず
る
合
同
屈
で
梢
む
こ
と
も
衣
白
で
し
局
人
り
し

τ二
十
八
年
。
聖
富
山

ー

輔
舗
隅
舗
醐
脳
勝
機
関
糊
圃

摘
を
開
由
同
日
出
i
l
具
体
的
な
「
揖
白
い
ろ
は
」
巧
え
方
自
刷
出
は
ど
己
に
あ
る
白
で
よ
う
.
な
ら
知
ら
ぬ
己
と
な
し
白
ベ
テ
一
フ
川

ー

臨

珊

繍

細

線

鶴

醗

醗

膿

醐

金
一
仇
で
視
に
つ
に
つ
い
て
常
に
、
お
も
し
ろ
〈
て
わ
し
よ
う
か
・
取
県
岡
田
川
と
部
内
二
十
七
白
税
ン
。
部
下
か
ら
D
M
引
も
あ
っ
ぃ
.
川

圏
寵
麟
麟
醐
櫨
購

い
て
吟
え
る
白
か
り
や
す
い
田
川
が
ほ
し
い
と
号
「
先
ず
敦
賀
ア
メ
リ
カ
な
善
明
閣
で
聞
世
し
て
い
る
脱
諸
豊
田
い
開
制
健
t
t
晶
、
Y
7
川

a蝿
蹴
醐
臨
闘
醐
鵬
舗
闘
だ
と

い

う

方

向

て

い

る

白

で

す

が

.

は

、

小

・
中
宇
佐
高
察
官
拭
制
曹
に
は
一
年
間
に
、
四
十
万
件
白
相
』
ト
な
お
人
柄
で
あ
る
・
点
火
串
.
I
川

H

組

国

自

画

覇

に

も

っ

て

い

き

「

B
本
で
は
盟
主
措
置
設
で
現
金
に
つ
い
て
一
通
り
教
え
て
い
草
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
・
一
日
高
平
岡
「
章
者
れ
・
川

E
2
=
=
=
=
-
z
-
一
三
一
三
=
=
=
=
=
主
主
主
Z
E
二
三
一
=
=
三
一
z
z
=
-
2
三
Z
E
-
-一一
一-一一=====-Ez--=目
白=三
=z-=======
=
==ESE-==一一一
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手
供
部
屋
に
は
ド
7
r
一
つ
.
一
部
屋
に
怯
叩
り
を
し
て

二
部
屋
は
つ
か
う
時
の
た
め
で
あ
る
.

(日曜日〉昭和53年ユ月ユ日

グ
婦
人
会
議
グ
が
試
作
品

実
際
に
住
む
立
場
か
ら

来斤"'"

同
昧
直
同
組
・
し
ず
い
制
的
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
白
一
向
に
、
ボ
O
K
円
も

か
ぐ
わ
し
い
新
礎
自
嘆
か
山
刷
し
t
.
ゆ
た
か
な
引
用
を
刊
燥
に
し
た

E
D
A
円
岨
の
喧
領
、
じ
つ
は
女
性
の
暗
叩
と
チ
エ
を
山
由
た
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
な
り
で
す
。
花
束
、
主
叫
に
と
っ
て
は
職
場
で
も
あ
る
u
t
な
自

に
、
と
れ
ま
官
は
別
料
岨
完
白
川
内
で
品
昏
り
れ
た
。
E
E
に
暫
阻
し
、

将
来
は
土
日
開
に
#
ん
で
も
ら
え
る
軍
で
な
け
れ
ば
t
と
耳
え
た
拙
卓
会

社
の
時
期
も
な
か
な
か
だ
が
、
女
性
が
叫
ま
っ
て
A寄
A
を
持
ち
、
時
間

を
か
け
て
醐
D
上
げ
た
p
b
d
B
主
九
叫
作
の
世
間
戸
、
刑
、
将
来
は
新
し

い
佳
品
よ
い
家
づ
〈
り
に
此
雌
ず
る
E
と
は
間
山
い
な
さ
そ
「
フ
.
で
は
ま

ず、

モ
デ
ル
ト
ハ
ク
ス
白
で
き
る
ま
古
と
、
そ
白
4

応
白
点
楠
品
川
刊
を
E
世

間

.
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毒

停

4将

、春駒、

子
闘
を
世
多

い
古
川
向
田
中
に

'.'$ 

弘、，
e

A
U
1
白
紙

ム

戸

、
;
d

，
d

で
畠
郁

放
し
て
見
る

国

と
、
必
ら
ず
臼

電， 

受2ヶ
Ii悩=
11晶、.1，.:

H長 RZia
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U 22Z 
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い
ま
や
洋
ダ

と
E
Z
O
官
、
E
白
梓
ダ
コ
が
電
力
会

一ん
凪
が
な
く
な
る
と
ま
っ
す
ぐ
落
ち

棋
と
閏
酷
を
は
じ
め
と
L
た
拡
迫
に
甚
一
る
.
し
か
も
曹
ち
る
ス
ピ
ー
ド
が
早
い

在
警
事
え
て
い
る
自
主
存
知
一
t
め
、
子
袋
は
出
作
M
M
む
づ
か
し
〈

芸

名

安

コ
は
だ
れ
官
も
間
単
一
電
電
電
車
白
震
に
ひ
っ
か
け
て

に
、
高
〈
掛
げ
b
れ
る
反
曲
、
い
っ
尤
一
し
ま
ヨ
と
い
う
桔
振
に
な
る
。

タ
コ
取
り
に
ロ
万
人

コ
天
下

泣
か
さ
れ
る
国
鉄
、
電
力
会
社

そ
の
費
用
八
億
円
余

晒
綿
仁
か
か
っ
た
タ
コ
申
世
は
、
E
E
白
三
年
間
官
約
十
八
万
三
千
個
。
己
D

E
砂
タ
コ
を
取
h
u
除
〈
た
め
に
、
延
べ
十一

戸
〈
d

万
七
手
一
一百
人
の
電
力
マ
y
が
動
画
さ

れ
、
腔
甑
八
埠
三
平
方
円
も
由
貿
隔
が

閏
わ
れ
て
い
る
。
E
れ
ら
の
金
額
や
人

画
白
担
入
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
情
同
組

に
か
か
っ
た
タ
コ
を
白
骨
で
町
ろ

P
と

し
て
電
柱
に
よ
h
u
型
D
、
晒
惜
し
た
り

唱
曲
し
て
、
死
亡
や
大
ケ
ガ
者
レ
t
人

が
陸
を
た
た
な
い
.
巴
四
百
一
年
間
だ
廿

で
も
唖
電
や
曙
略
し
た
人
目
散
は
四
}

人
、
ふ
の
内
七
人
は
宛
h
L
U
て
い
る
.

し
か
も
、
そ
の
半
世
は
小
学
生
や
中

学
主
で
あ
る
.
日
間
用
電
力
白
閉
し
で
は

電
長
を
い
つ
も
担
っ
て
い
る
電
力
会
社

白
暗
闘
で
す
色
、
電
婦
に
か
か
っ
た
タ

コ
を
と
る
時
は
、
閣
に
絶
輯
相
、
両
手

両
足
は
ゴ
ム
手
控
と
ゴ
ム
蝿
靴
、
さ
ら

に
ゴ
ム
布
で
作
b
れ
+
向
当
て
を
つ
け
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松
畠
お
あ
お
若
者
年
神
迎
え
ば
や

車
近
と
〈
に
咽
闘
で
白
人
足
が
多
〈

な
っ
て
い
る
.
T小前
田
中
、
f
u
で
も

由
多
か
れ
と
祈
る
i
1
底
民
自
切
な
る

心
情
で
争
官
J
.

「車
方
固
p
」
の
よ
す
が
に
、
東
京

近
辺
白
神
計
事
政
芋
|

漕
草
寺
撞
卜
世
亜
陸
田
・
揖
甲
駅

か
b
佐

9
m
丹

棺
よ
本
門
寺

閣
怠
池
上
田
帽
・
地
上

駅
か
ら
提
唱
f
m升

明
畠
神
宮
山
手
制
・
原
宿
駅
か
b

徒
歩
n

井

川
聞
大
師
国
献
川
崎
駅
か
ら
パ
ス

つくる喜び・・・
長銀の債券

L，jJ~J:'ヨ
期間1年・無配名

同e

いふ

zた
三羨重工業械主ミ奮紅

お買物は
ばらの包みの
タカシマヤ・.. 

⑧怠島屋

IL--

事
L
R
白
己
と
を
注
意
し
て
ほ
し
い
。

【
タ
コ
上
げ
の
ル
ー
ル
】

①
グ
ラ
y
ド
や
両
院
な
ど
広
い
場
附

を
迎
。
、
人
に
連
覇
由
か
か
ら
な
い
よ

う
に
迎
ぷ
.

岳
暗
制
由
為
る
と
己
ろ
一
や
電
車
の
担
問

帽
四
手
ぽ
で
は
絶
体
に
あ
げ
な
い
.

也
も
し
町
時
に
ひ
っ
か
か
っ
た
時
は

ユ
す
の
電
夏
季
L
理
和
U
て
、
車
っ

て
も
ら
う
.
世
し
て
電
柱
に
白
ほ
っ
た

D
、
眠
ろ
う
と
し
な
い
E
と
.

罰
金
置
務
、
加
工
し
た
よ
主
主

は
悶
い
与
え
な
い
.

(
置
制
帽
世
田
東
京
電
力
〉

新
年
の
う
た

新
し
い
京
酬
が
阿
っ
て
、
年
間
世
去

る
@
す
べ
て
は
昨
日
と
主
主
い
白
だ

か
、
伺
仙
叫
が
心
が
置
ま
る
。

新
年
そ
う
士
う
闘
や
散
は
敏
阻
り

な
〈
あ
る
.
8
注
連
(
し
め
)
彊
っ

て
H
改
ま
る
牢
を
視
A
J
も
あ
P、
n算

通
白
曲
目

一男
山
デ
と
茶
化
す
も
あ

る
.ζ
E
で
は
配
由
一
闘
を
紹
介
し
て
瞳

告
た
い
.AM

合

合

新

し

い

年
村

野

四

郎

今
朝
ば
か
D
は
+
A
臨
も

闘
世
を
+
h
九
し
て
蝉
っ
て
〈
る

年
よ
仇
J
白
神
口
白
ト
肯
£

神
聖
な
も
の
を
q
h
り
ひ
ら
さ
ぜ
て

枯
木
田
あ
い
世
か
ら
お
と
仇
J
出
ザ
来

るす
る
と
地
語
は

ぴ
っ
〈
P
L
t
耐
を
し
て

い
っ
ぜ
い
に
そ
ち
ら
を
向
〈

ζ
り
と
き
世
界
白
人
々
は

}
置
に
と
っ
と
思
い
出
す
白
だ

去
っ
+
福
田
は
伺
だ
っ
た
か

モ
し
丈
耳
時
D
の
よ
う
に

耳
の
眠
で
う
な
っ
て
い
る

あ
の
削
む
王
室
は
何
だ
っ
た
而

とだ
が
ワ
、
j
ン
ト
Y
で
も
北
閉
で
も

モ
ス
ク
ワ
で
も
サ
イ
ゴ
ン
で
も

閉
じ
よ
2
L
や
っ
て
く
る

ζ
白
聞
い
岡
山
里
の
切
り
口
へ

太
山
嗣
は
ち
ら
b
と
オ
ハ
ラ
イ
菅
レ

蕊
'dで

さ
て
旨
い
空
白
申
を

無
串
白
方
へ
と
揖
い
て
い
〈
の
だ

括
和
新
年
/

川
崎
大
師
戸
円
き
/
慣
揖
凸
血

行
・
京
揖
川
崎
駅
か
b
川

崎
大
幅
四
打
者
隷
揖
え

蝿
事
八
幡
宮

掛
型
賀
綬
崎
直
駅

よ
b
提
唱
f
m
丹

亀
戸
天
商
宮

聞
岨
・
亀
戸
配
下
車

高
鍾
小
動
尊

申告古
田
高
帽
Tm勘

申
告
世
学
外

高
層
山
聾
主
臨

南本
務
・
高
層
山

口
摩
よ
り
パ
ス
/
国
世

・

高
周
牢
ぷ

Dパ
ス

増
正
専
問
地
・
揖
松
町
/
地
下
位
帆

部
H
円
六
骨
組
・
棚
田
門
/

描
よ
世
揮
官
一
骨
緯
・
究

門
下
車

大
国
諦
神
社

閉
王
輯

・府
申
駅
か

ら
陸
9
a持

期間5年・無配名
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U
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M
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ト
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ぞ
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I
τ
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崎
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ι
L
£

ク
と

ー

に

均

時

-
M
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星
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u
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破
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一
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点

在
・
直
・
住
。
E
白
人
間
ベ
柄
白
太
『
人
と
山
ま
い
を
吟
え
る
l
l
p
』
い
う

，

'

回

以
町
な
部
門
書
な
産
ま
い
.
E
い
と
テ
l
マ
白
も
と
に
、
百
白
ほ
と
ん
ど

号

υγ
休
目
白
骨
で
あ
D
明
り
ん
白
宅
あ
る
塁
間
の
中
古
過
し
、
い

ろ

い

ろ

聖

母

小

さ

な

チ

供

が

い

る

軍

警

は

中

兵

副

議

籍

軍

基

は

「

間

開

三

部

住

屈

が
、
ほ
ん
と
う
に
住
宅
あ
る
た
活
体
酷
を
も
ヨ
主
岡
田
一
且
日
比
を
ず
い
あ
た
.
と
一
陣
和
し
て
使
え
る
よ
う
に
す
る
。
塗
高
な
出
自
拍
は
干
必
叫
.
そ
れ
よ
必
諮
問
白
中
で
、
住
宅
問
圃
は
暗
D
上

・
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
l
l
開
唱
会
社
げ
住
宅
問
閣
議
棋
ず
る
告
に
し
よ
①
瞳
再
住
宅
②
+
議
(
世
帯
主
ニ
十
票
柑
白
あ
る
収
納
ス
ペ
ー
ス
、
寝
り
出
い
揖
を
、
E
1
c
・
E
1
C
げ
拙
い
も
白
と
し
て
、
さ
し
た
る
世
甚

岡
元
興
業
H
則
副
台
両
ば
ト
師
"
は
う
と
巨
同
士
ち
田
容
加
を
呼
ぴ
か
げ
豆
揖
)
、
子
供
二
人
白
四
人
軍
司
年
室
、
子
供
部
副
四
二
階
部
白
収
制
に
は
さ
て
択
は
〆
ン
パ
ー
の
H
反
宙
M
ー
が
荷
な
わ
れ
な
い
ま
ま
民
世
さ
れ
て
き

た
.
会
J
廿
て
「
主
剛
容
膚
」
。
阻
一

5
0
四
五
O
H
円
白
宮
守
M
l
+
升
な
ス
ペ
ー
ス
玄
配
L
D
、
h
m
y
ス
量
1
事
レ
有
ょ
と
し
て
、
住
ま
い
は
ど

応
田
空
一
千
人
自
巾
か
ら
、
〆
ン
パ
マ
ン
空
一
隅
拙
で
ニ
土
ハ
坪
④
品
単
仙
晶
と
作
h
u
つ
世
田
収
納
輩
具
を
が
慮
1
7
l
l
固
定
さ
れ
や
架
件
の
中
で
白
分
う
あ
る
べ
き
?
を
よ
〈
与
え
、
見
凶

i
U
人
と
モ
一
一
タ
二
十
人
を
選
ん
ぜ
二
十
E
L
干
八
万
円
る
.
た
ち
の
体
験
を
い
か
し
開
恕
由
佳
い
づ
し
て
い
〈
車
問
今
回
血
も
咽
叫
な
刷

新
成
、
-
年
を
u
F
岨
し
ち
A
R
幌
は
和
そ
ζ
で
カ
ン
カ
ン
ガ
ク
ガ
ク
に
ほ
品
さ
て
毛
デ
ル
ハ
ロ
ス
は
ふ
の
需
件
在
〈
P
を
す
る
こ
と
は
山
部
っ
た
よ
白
む
づ
閣
だ
と
且
い
ま
す
.
い
ま
H
L
4
で
地
も

週
一
回
聞
か
れ
、
住
1
削
岡
田
い
ろ
は
を
た
た
か
わ
世
間
取
り
聞
が
一
一
平
枕
ど
れ
だ
け
制
た
し
ゃ
h
右
手
吟
メ
ン
か
し
か
っ
た
.
H
師
自
前
町
高
い

d
ま
い
H
に
つ
い

か
ら
担
金
問
岨
、
監
町
ア
ン
ケ
ー
ト
も
で
き
た
と
い
う
。
パ
!
は
刊
を
光
ら
し
て
点
抽
レ
ち
そ
，
l
脅
晶
ら
れ
た
議
件
白
巾
で
は
あ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
間
四
榊
世
田
直
闘
を

調
五
事
宅
、
住
宅
問
岨
の
す
べ
て
を
時
特
に
行
商
た
ち
白
ア
イ
デ
ア
を
と
D
し
て
岳
見
が
間
々
と
.
そ
白
セ
な
も
白
れ
も
己
れ
も
と
世
ば
り
す
ぎ
た
よ
う
匝
開
し
て
い
〈
引
が
必
唖
で
す
.
そ
白

々
な
向
山
拐
ら
と
り
あ
げ
t
.
い
れ
い
か
し
た
点
は
だ
け
を
ひ
ろ
う
と
。
だ
。
主
柿
た
ち
白
山
間
て
た
輩
、
己
ん
な
約
九
は
庄
ま
い
に
M
も
事
同
空
つ
け
る

そ
の
一
つ
白
血
捕
と
し
て
と
酎
た
ち

q
千
世
田
崎
直
に
あ
わ
せ
て
片
厄
で
①
対
山
式
キ
ッ
チ
ン
白
リ
ビ
ン
グ
と
点
己
そ
み
て
も
ら
い
た
い
、
そ
れ
を
あ
立
揖
で
あ
る
巨
嗣
白
両
陣
白
邑
助
力
と

宵
八
十
人
目
躍
比
を
出
制
し
た
モ
デ
ル
き
る
チ
供
部
局
白
仕
切
り
刊
が
刈
す
ぎ
た
。
向
山
田
プ
〈
ま
で
姐
凋
制
す
れ
ば
も
っ
と
特
闘
が
ハ
巴
炎
世
を
刊
で
、
そ
自
制
硫
を
造
る
た

ハ
ウ
ス
が
冗
唱
し
、
よ
る
十
占
月
一
百
也
対
面
白
生
ま
れ
る
品
川
副
式
キ
ッ
チ
イ
デ
ア
そ
の
も
白
峠
よ
い
.

γ

キ
リ
ず
る
白
で
は
な
い
か
.
め

ι、
E
M
会
眉

pa立
し
芋
レ
た
」

見

ま

が

附
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れ

た
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②

ユ

l
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ィ

リ

テ

ィ

が

中

議

申

埼

l

l

セ

M

D

ア

イ

デ
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を

抽

出

し

た

と

描

相

自

由

晒

を

刷

っ

て

い

る
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ヂ
/
パ
I
田
火
性
た
ち
は
、

n叶
た
恒
吸
引
を
合
理
的
に
さ
ぜ
る
ユ
l
p
ア
姐
凋
ず
る
な
ら
も
っ
と
主
耐
白
部
単
と
だ
げ
あ
っ
て
細
か
い
所
に
闘
か
い
田
園
い
ま
す
べ
て
の
師
門
に
女
μ
円
特
に

ち
白
ア
イ
デ
ア
が
世
障
の
佳
肘
白
中
古
ィ
リ
テ

1
眠
制
官
を
訓
ね
た
誠
事
宝
し
て
白
山
伏
括
が
ほ
し
か
っ
ム
ち
が
あ
っ
て
佳
み
や
す
い
E
と
は
檀
か
.
午
拍
岬
融
自
噛
か
な
院
副
白
意
見
が
京

雪
引
か
さ
れ
た
か
丹
念
に
み
て
ま
ね
で
福
原
と
台
所
仕
Z
-
一
定
を
也
リ
ビ
ン
グ
と
、
一
附
白
和
平
白
痴
メ
ン
バ
ー
も
「
住
ん
ま
士
い
わ
.
」

φ
Pれ
つ
つ
雪
.
也
℃
も
奥
村
ほ

D
、
そ
の
陪
で
K
告
去
を
山
市
ね
た
吉
弘
ね
ら
っ
た
。
い
を
ワ
ン
ル
ー
ム
と
L
て
配
え
る
よ
う
を
辿
拓
、
一
応
白
出
国
を
み
と
め
あ
つ
な
か
っ
た
.
あ
ら
ゆ
る
分
野
田
製
品
開

宮

現

金

ぞ

持

っ

た
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世
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ビ
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グ
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つ

な

が

る

六

持

白

多
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全

部

あ

け

る
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て

い

た
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暗

に
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性

が

害

加

レ

て

い

く

明

白

一

意

味

E
D
-
七
プ
ル
ハ
ウ
ス
を
R
d
A
る
時
、
目
的
和
室
.
不
置
白
来
客
や
、
朝
割
問

位

定

さ

れ

た

揖

件

は

町

田

四

ツ

だ

っ

冊

目

宿

泊

、

パ

l

-

テ

ィ

な

ど

リ

ビ

ン

グ

こ

e

ァ
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の

し

と

し

を
こ
に

叫

手

る

式

椙
わ
面

目

の

加

問

ナ

供

に

を

-

引

予

ん

ン

・

り

ら

ら

チ

た

-

と

が

団

，

し

な
ら
キ
に

闘

し

が
と
切

し

を

な

グ

大

干

度

し

ン

を

国

を

ピ

E

M

'

h

t

け
り
封

週
て
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づ
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の
-

事
片
る
と
一
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一

室
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一

寸

川

川

け

け

H

H

B

i

l

l

i

-

-

1

1

1

1

1

1

」

宅
培
ん
と
う
に
そ
の
る
A
2
5
は
、
い
つ
も
千
円
に
4
2
H
完
仰
で
ま
よ
う
に
は
い
か
な
い
.
そ
れ
と
同

R
と
己
会
一
般
に
払
た
ち
白
U

二

ご

臨

髄

瀦

醐

測

贈

観

武

蔵

野

女

子

大

学

構

師

対

象

に
即
し
て
E
川
崎
の
習
し
か
は
め
て
い
な
い
に
な
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
己
と
に
弘
た
ち
の
ぷ
い
ろ
い
ろ
な
間
五
は
、
禁
固
っ
た
旦
事
じ
た
t
『

二

謹

栂

観

綱

引

次

感

z

f

L

M

t

L

E

t

で
は
な
く
映
が
、
そ
れ
記
事
u
m
D
安
正
、
い
が
け
れ
ま
い
君
事
官
品
。
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
京
間
ん
で
て
い
る
よ
う
に
、
罰
霊
祭
て
叫

一

一

間

臨

瞬

静

H
m闘
志

村

武

氏

一

じ
刷
る
と
と
が
で
き
る
掴
に
仰
い
て
い
る
と
、
世
十
万
円
も
五
十
、
李
買
を
聖
士
々
に
い
な
い
白
だ
か
ら
、
阿
号
し
て
キ
ヨ
ロ
キ
ヨ
ロ
し
て
い
る
・
だ
官
一

日

一

留

4
自

1
劇

I

l

l

i

-

-

-

2
君
主
.
E
打
が
あ
る
か
白
よ
う
に
見
え
と
っ
て
は
、
安

高

字

、
ζ
れ
も
あ
D
安
芸
に
写
る
は
ず
が
な
同
E
と
で
あ
内
雪
白
ま
に
三

ご

隠

a

川

Z七
時

て

、

丹
年
活
用
創
と
な
る
よ
う
な

「
出
な
か
に
は
何
も
官
官
る
。
よ
〈
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
己
主
再
カ

ナ

メ

白

穴

問

号

室

い

.

っ

て

ζ

な

い

.

Z

た

め

に

若

し

こ

ご

岡

市

緋

欝

艶

簡

を

一

つ

5

5

5

0

な

が

ら

、

そ
れ
を
人
に
M
じ
喜
る
芸
品
H
で
昆
た
ん
だ
か

水
に
顔
を
写
し
こ

ま
た
、
2
5
2
;
ぃ
、
ぞ
み
悩
む
人
削
ど
れ
ほ
ど
一

ご

峰

山

詞

割

盛

田

閤

ニ

セ

モ

ノ

の

真

珠

で

も

乙
と
白
で
き
な
い
人
た
ち
が
い
る
。
ら
、
た
し
か
だ
」

T

V
り
れ
て
醐
哲
て
い
る
と
し
E
多
い
己
と
か
。
帰
国
々
を
し
い
と
い
や

一

一

瞬

醇

院

醜

麟

薗

私
た
ち
白
同
玉
に
は
、
向
か
い
合
e
雲
師
人
た
ち
2
5
け
と
い
う
セ
日
手
間
わ
れ
る
が
私
、
場

合

に

ど
う
で
君
主
・
き
に
簡
を
7
A
ば
、
ま
と
と
に
出
血
々
々
し
い
阻
一

ご
i

i

e

a

s

a

i

E

E

E

l

-

-

R

H

J

S

3

3

5

3

z

g

t

i

t

-

2

i

i

i

i

i

i

j

仏

教

に

は

「

正

き

と

し

て

も

、
告
に
も
な
る
ま
D
で
あ
る
。
4
2
H
を
つ
み
そ
劃

一

hGF司
容
年
の
功
を
積
み
一

日
一
信
長

5
2
5

:
山
曜
い
も
の
だ
と
、
ほ
と
ん
長

ー
い

司

公

館

一

-

c

一

が
ま
が
、
乙
由
主
っ
て
い
る
さ
い
に
は
、
同
E
と
い
・
も
し
言
語
い
メ
ガ
ネ
ご

申

告

主

唖

t

Z

D

古一
は
あ
る
ま

調

P

J
d
a
一

4

一

「
止
」
と
は
程
も
、
あ
幻
自
ま
ま
に
見
る
わ
日
に
は
か
け
て
、
宮
中
は
附
い
と
い
っ
て
由

一
言
語
F
V量
一
見
る
目
を
養
う
一

刊誌はい刊は

u
r
j
L
日?と

や
る
ぜ
い
か
も
し
れ
な
い
・

・

・

・

・

・

・

・

・

γ

i

s

i

E

i

i

i

i

i

s

i

3

2

5

i

i

一

円

8

2

2

究

開

腸

し

て

も

い

ず

、

車

市

に

白

雪

草

閉

白

酔

と

し

て

、

今

年

司

一
「
智
昔
、
虻
E
t
パ
ク
は
っ
て
い
る
入
門
票
管
、
毒
ら
れ
る
と
、
い
ち
ば
ん
起
し
い
豪
華
町
長
室
り
た
し
か
な
も
白
官
で
な
い
a
E
霊
叫
す
る
自
主
お
わ
れ
て
い
な
い
と
き
に
は
、
は
一
つ
「
H
g
E
Z
Z
よ
噌

+
更
し
」
!
?
ズ
ワ
I
ス
|
l
相
手
白
川
工
に
は
私
た
ち
D
H
表
も
一
一
主
ノ
に
な
る
。
己
れ
に
反
し
で
は
な
い
白
で
あ
る
。
そ
れ
が
w
年
で
雪
.
つ
ま
0
「
覧
」
在
、
い
つ
で
も
私
た
ち
は
そ
ζ
に
日
君
主
で
は
な
い
か
.
そ
白
結
果
、
い
ま
日

一
白
輔
が
ひ
と
し
お
闘
に
迫
っ
て
〈
映
じ
て
い
る
e
E
2
4
2
て
地
方
で
は
、
ニ
セ
白
立
を
ホ
ン
Z
u
芸
会
ん
t
E
2
n
E
り
よ
が
り
で
な
い
M
見
か
た
簡
を
ヰ
し
て
、
あ
り
ま
ま
に
号
ま
で
は
比
え
な
か
っ
た
と
己
ろ
が
見
一

月
る
.
モ
白
「
パ
弓
ほ
袈
ν
」
と
心
匝
の
と
お
h
u
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
い
に
モ
ノ
に
見
え
吾
白
で
あ
る
.
同
E
a
人
も
い
る
し
、

R
け
を
迎
え
る
た
び
砂
子
る
と
い
う
乙
と
だ
.
己
申
点
に
己
と
が
で
き
る
.
そ
れ
と
同
じ
〈
え
て
き
て
、
吐
胞
を
つ
く
と
と
に
な
骨

骨
か
ら
蝿
哩
で
告
る
与
電
J
に
な
る
と
E
也
垂
閉
じ
合
っ
て
同
て
し
が
な
〈
、
う
に
、
宵
門
的
な
旧
朝
を
人
に
噴
き
円
と
に
い
わ
ば
モ
ワ
ロ
ず
レ
て
酎
昂
つ
い
て
、
釈
時
は
問
伯
よ
う
に
分
か
私
た
ち
白
心
も
ま
た
、
貴
前
、
明
る
か
も
し
れ
な
い
.
し
か
し
、
た
と

日

プ
a
に
己
責
い
わ
宮
H
Z
功
M

ま

さ

に

聖

母

門

ち

ま

ち

ま

言

、
思
い
も
よ
ら

察

署

棄

に

福

住

吉

人

も
い
る
・

一

君

主
ず
る
き
相
手
、
い
る
・
悉
、
掛
聞
〈
巴
町
一
-
一
つ
産
勢
、
は
え
人
主

ヨ

R
宅
あ
っ
て
も
一

日
が
あ
る
由
だ
ろ
う
・
若
い
ζ
ろ
に
も
む
ド
瓦
)
回
拭
配
に
畠
る
.
ず
る
出
字
削
存
在
す
る
」
1
l
ジ
ャ
で
い
え
ば
、
人
間
は
年
を
と
る
に
つ
「
E
E
に
冊
に
い
れ
た
京
が
あ
る
コ
ニ
唖
」
と
い
う
〉
に
わ
ざ
わ
い
さ
よ
い
で
は
な
い
か
.
そ
れ
が
芳
曹
を
骨

一
「
パ
在
宅
」
と
見
え
た
己
と
は
と
己
量
、
官
官
相
互
に
映
ン

・
コ
ク
ト
!
|

れ

t

n
E
P
よ
か

P
に
な
る
と
し
よ
う
・
も
し
も
そ
白
木
如
、
罪
れ
て
い
な
い
と
富
島
、
芳
明
を
あ
在
日
号
あ
る
な
ら
惇

・
一

-
た
し
か
だ
が
、
4
D
F
を
つ
む

H
ν
合
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

そ
の
暁
己
れ
に
問
ず
る
己
と
か
、
世
白
中

間
向
性
を
岨
昏
年
来
白
軍
貨
を
持
と
か
圃
同
と
か
に
囲
っ
て
い
る
と
し
た
り
雪
圭
に
、

手
レ
〈
(つ
ま

り

、

目

日
と
見
え
か
た
が
ち
が
っ
て
く
る
と
E
H
毎
い
か
た
に
問
国
が
あ
る
。
邑
た
に
は
と
れ
ほ
ど
?
ど
さ
ん
あ
る
己
と
っ
て
い
る
か
畠
~

.
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私

た
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丹
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を
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し
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が
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〉
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と
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一
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が
拘
も
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O
い
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白
骨
白
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に
担
じ
る
も
白
だ
雪
・
現
に
払
白
冊
善
い
白
あ
で
は
、
新

年

を

迎

え

る

き

E

と

み

て

も

、

雪

白
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あ

る
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0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
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0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
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一i
リ

リ

ド

ド

I
1
l

川

l

十

一

一

一

る

と

い

っ

た

H
H
合
で
な
か
な
か
便
利
。
一
合
伊
達
締
め
「
腕
ひ
も
」
と
「
伊
必

一

一

首

協

と

小

喧

具

=

一

も

っ

と

も

刊

号

た

あ

る

「

き

も

一

宮

」

竺

つ

に

ま

と

め

た

も

の

。

着

一一

=

J

y

w

J

'

j

コ
一
一
一
の
学
院
・
金
竺
の
山
一
同
学
院
一
段
は
、
一
物
の
問
え
D
を
は
さ
む
ク
リ
ッ
プ
が
付

l
i
l
-
-
1
1
1
1
1
1
1

一
「
時
間
の
な
い
人
、
あ
る
い
は
荷
物
を
一
い
て
い
る
の
で
胸
も
と
の
符
〈
ず
れ
を

日
本
仰
向
の
民
銭
安
愛
で
あ
る
科
物

-mV4n荷
付
け
教
室
u
や

Hn付
け
一
出
先
き
で
首
た
い
人
は
、
改
良
帯
枕
の
一
防
げ
る
。
と
や
は
田
町
梢
な
ど
の
よ
う
に

が
、
弘
た
ち
の

H
m作
活
か
ら
療
を
約
一
の
小
道
具
u
が
あ
ち
ら
と
ち
ら
で
は
か
一
方
が
便
利
で
す
。
円
分
で
作
っ
て
持
つ
一
砲
ね
狩
る
時
は
衿
が
く
る
わ
な
い
の

し
っ
ヲ
あ
る
6

洋
服
に
く
ら
べ
る
と
活
一
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
一
て
わ
け
ま
す
し
ね
。
で
も
年
に
つ
ニ
一
で
、
瞳
荷
物
を
荷
慣
れ
な
い
人
に
は
人
気

割
制
動
的
で
な
い
と
か
、
高
価
と
い
っ
た
イ
-
よ
フ
な
刊
肢
か
ら
。
一
度
し
か
行
な
い
人
な
ら
、
一
一
市
緩
や
名
一
が
あ
る
舗
で
も
甘
か
ら
悦
わ
れ
て
い
る

測

ド

メ

l
ジ
が
あ
る
か
ら
だ
が
、
一

mの
問
一

n
符
付
け
の
小
道
具
H

は
、
あ
る
日
一
古
川
帯
を

μ
分
の
子
で
結
べ
る
の
で
し
一
陣
多
〈
正
納
)
の
伊
述
鮒
を
も
っ
て
い

1

・
一
慣
れ
る
こ
と
が
大
切
。
胞
は
「
ぎ
な
せ
な
く
な
っ
た
」
た
め
一

j
i
t
j
i
l
t
-
一
た
ら
、
改
良
帯
枕
の
を
は
な
い
と
忠
一
る
人
は
あ
え
て
そ
ろ
え
る
必
艇
は
な

M
V一
初

め

て

行

惣

お

る

ん

い

交

性

の

主

で

あ

る

。

一

漬

物

パ

ッ

ト

一

い

ま

す

」

と

利

用

符

れ

ど

う

生

か

す

か

一

い

。

J
一
め
に
を
な
し
の
ポ
イ
ン
ト
を
う
か
が
一
言
、
き
ろ
の
を
号
、
同
十
一
鑓
欝
蓮
調
薗
臨
開
錦
織
一
昨
芝
鋭
〈
。
一
高
板
前
紋
は
併
の
仕
上
げ
i

美
し

と
っ
て
み
ま
し
た
。

一

代

、
瓦
十
代
の
母
親
は
、
以
時
代
に
主
醐

一三
一切
!?醐
鱗
蝿
臨
醐
潮
翻
糊
一

τする
も
の
。
従
米
の
も
の
は
事
，
』
げ
一

一

一

一

鱗

!

主

i
概
描
鱒
灘
勝
機
一

O
小

道

具

O

一

一

ぷ
乙
ま
ず
し
V
M
に
一
成
身
に
つ
け
、
枝
問

一
物
に
柏
brι

，必ず
ζ
と
を
決
じ
ら
れ
て
い

一

醐

醐

へ

拡

鞠

醐

鰯

轍

翻

轍

議

繍

一

一

な

の

で

併

を

口

和

ん

で

い

る

問

に

、

ず

れ

一

一

一

一

線

繍

繍

籾

泌

総

綴

繍

繍

繍

繍

繍

f
R
一

一

一

F
一
年
い
か
ら
京
や
化
純
の
ζ
と
ま
で

一
た
。
あ
の
太
平
洋
学
の
お
か
げ
で
あ
議

γへ
紋
織
綴
織
1
d一
合
き
も
の
パ
ヌ
ト
誌
で
は
バ
ス
ト
一
て
し
ま
っ
た
り
不
足
足
。
乙
の
吃

冊
一
読
し
て
お
角
乏
し
J

フ

一る。

一
機
機
内
一
川
…

pghhvvJ一
ヤ
ダ
一
が
に
き
、
ゥ
:
ト
が
く
び
れ
て
い

一
仮
は
ベ
ル
ト
が
つ
い
て
い
る
の
で
手
経

側

一

一

一
ピ
ぷ
一
恥
h
J
V，¥ペヌ一一
vv一
一

一

弘

一

一

4a一
合
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
は
・
・
0

一
ほ
ね
と
な
っ
た
彼
女
た
ち
は
、
岐
に
一
勝
h
J
'
為

。

出

品

ι

嶋
一
て
ヒ
ッ
プ
が
山
て
い
る
万
が
時
し
〈
比

一
に
市
民
川
で
き
る
。

十

一

?
っ
ぶ
も
の
識
経
の
の
喜
一
認
を
口
っ
て
や
る
と
と
は
で
き
て
お
一

i
p
nト
L
三
総
務
一
え
る
が
、

必

惑

の
こ
の
た
め
今
の

一
合
改
良
書
と
の
誕
生
毒
レ

圏
一
よ
く
す
る
た
め
に
闘
の
う
ぷ
ち
は
二
、
一
も
、
行
塁
打
る
桜
を
教
え
る
と
と
一

m
J
1川
市
対
一
一
以
内
誠
一
強
一
れ
い
人
は
か
な
り
必
至
る
際
に
は

一
い
と
こ
ろ
を
け
信
号
差
別
に
つ

I
一
一
一
一
日
に
剃
っ
て
お
く

J
Eの
う

一

が

出

来

示

。

一

事

総

必

然

射

殺

し

十

ぶ

炉

、

一

補

正

2
3のパ
ッ
ト
京
阪
が
一
く
っ
て
か
ら
、
誌
に
紡
罰
則
的
な

』
込
一
ぶ
も
の
処
恕
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
均
一
医
月
や
成
人
式
、
結
納
式
に
な
る
と

一

一

簡

単

で

、
口
く
ず
れ
を
防
ぐ
ば
か
D
で
一
小
物
。
縦
し
い
併
結
び
が
初
心
将
で
も

4
a
一

②
メ
f
ク
プ
γ
プ
l
お
さ
が
失
わ
れ
一

ωー
た
ち
は
近
〈
の
一
長
一
帯
陥
へ

hE込
一
服
凶
サ
ン
が
片
，
楽
し
た
も
の
だ
が
、
た
一
な
く
、
変
は
汗
を
す
い
と
D
冬
は
保
組

一
mmに
つ
く
れ
る
。

一

る

よ

う

な

括

燃

は

言

積

雪

あ

一

む

。

‘

一

と

え

ば

パ

ッ

ト

や

霊

プ

ヨ

ジ

ャ

ー

に

一

の

特

も

す

る

。

一

色

誌

は

、

t
S
2多
く

一
る
れ
然
な
お
化
糾
を
心
が
け
ま
し
ょ
一
緒
験
の
あ
る
方
も
少
な
く
な
い
と
忠
一
よ
っ
て
、
い
ま
ま
で
は
凶
の
世
間
疋
に
タ
オ
一
合
着
物
ベ
ル
ト
行
物
が
♂
し
い
と
い
一
白
る
機
会
の
あ
る
人
ゃ
、
個
性
的
な
裕

一
九
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
は
お
る
も
の
の
中
一
う
が
、
義
院
の

5
2は
汗
〈
一
ル
や
芝
フ
シ
喜
き
つ
け
て
い
た
も
の
一
う
人
の
ほ
と
ん
ど
が
腕
ひ
も
に
1
闘
が
否
定
し
た
い
と
を
て
い
る
人
に
入

手
皇
室
ん
で
、
組
問
手
つ
き
品
一
ず
む
を
防
ぐ
た
め
に
、
勝
ひ
も
で
竺
が
解
消
さ
れ
た
。
一
あ
る
。
乙
れ
は
体
の
問
き
に
合
せ
て
白
一
気
が
あ
る
み
是
。

一
か
し
ま
す
。
H
も
と
を
は
っ
き
D
さ
せ
一
を
キ
ュ
ウ
キ
ュ
ワ
に
締
め
る
も
の
。
一
ま
た
汝
良
地
巾
枕
は
n
ふ
〈
ら
小
田
M

M

女
一
問
に
伸
制
ず
る
よ
う
に
な
っ
て
お
D
、一

立
体
仏
を
山
す
た
め
に
ア
イ
ク
イ
ン
や
一
「
汚
物
は
河
し
〈
て
余
情
も
出
来
な
一
肌
結
び
M
H

と
い
っ
た
絡
調
耳
目
い
初
結
び
一
ま
た
紡
ぴ
寸
を
つ
く
ら
な
い
の
で
粁
物
一

マ
ス
カ
ラ
も
た
い
せ
つ
で
す
。
一
い
。
も
う
二
段
と
イ
ヤ
ノ
」
と
な
る
。
一
が
、
わ
ず
か
二
十
分
科
ゼ
仕
上
げ
ら
れ
-
が
楽
に
符
ム
れ
る
。
一

プ
・
ス
ト
ー
リ
ー
a

隠
仔
・
・
ジ
ェ
リ
い
る
自
孤
似
な
影
が
あ
る
。
彼
は
位
、
総
叩
一
端
部
開
問

r
i
v一、

;

j
一
蹴

ヘ

ソ

ー

オ
ハ

F347ネ
ス
V
界
的
な
カ
l

レ

ー

サ

ー

だ

っ

た

川

護

警

一

一

一

義

主

問

、

五

が

主

/

h

・

ジ
ョ
l
ン
ズ
。
製
作
・
ジ
ョ
ン

・

が
、
レ
l
ス

小

の

者

失

脚

し

、

一

議

脳

全

J
J必

-h
議
総
際
議
轍
約
一

ー

[
一

『

ド

ー

¥
A

ヶ
ス
テ
ィ

F

2

2
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
フ
る
間
人

J
i‘
韓
議
饗
議
鰭
議
潮
岬

…f
宅
O
¥』
ロ

ン
ド
ン
に
住
吉
門
汗
ち
の
へ
立
ち
あ
が
れ
な
い
で
い
%
、

与

し

も

γdJY澗緩やや
M
繍
総
繋

6
K
¥
、

レ

ン
ヌ
l
ザ
ン

・ベ
ン
ハ
リ
ゴ
ン
)
時
々
、

事

に

う

な

さ

れ

足

ン

l' 

• 

初
め
て
の
振
り
袖

〈ユ0)

着

な
し
の
コ
ツ

ヲー、.

、.J日明
一
妻
、
そ
し
て
一
月
十
音
混
入

(
一

式
。
さ
ら
に
容
に
か
け
て
率
業
式
な
ど

自
一

お
い
タ
…
慨
が
附
れ
行
を
行
る
チ
ャ
ン
ス

L
一
も
い
ち
・
だ
ん
と
多
く
な
hu
ま
し
ょ
う
。

月

五

近

協

定

時

代

産

申

て

、

よ

L
一
そ
お
い
は
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
そ
れ
で

匡
一
も
別
姓
は
ス

l
y。
女
性
は
振
柏
か
ド

3
一レ
ス
が
正
倒
的
。

5
一
い
ず
れ
に
し
て
も
れ
人

E
A潔

和
一
で
あ
り
た
い
も
の
。

昭

一

示

伝
統
を
も
っ
誌
に
は
、
洋
服

と
は
巡
う
ル
1
ル
が
あ
り
、
阪
柑
は
む

和
服
の
も
つ
上
品
さ
悦
雅
さ
を
失
わ
一
い
や
わ
ら
か
さ
が

mし
ま
す
。

な
い
よ
う
に
向
然
に
繍
き
ま
し
ょ
う
。
一
口
紅
は
赤
系
の
枯
れ
々
し
い
色
を
巡
び

ほ
お
紅
を
険
に
も
か
け
る
と
女
や
と
点
怖
を
ゆ
た
か
に
山
す
た
め
に
、
輸
か

{第3魯郵便物認可){通轡520号}.~エ 85号

く
を
は
っ
き
D
錨
き
ま
す
.
一
は
、
活
物
の
円
単
靖
さ
に
負
け
ぬ
よ
う
。

肌
が
あ
れ
て
い
る
人
は
削
も
っ
て
マ
一
や
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
へ
ア
ス
タ
イ

γ
す
l
ジ
や
パ
ッ
ク
な
ど
で
肌
を
体
え
一
ル
に
。
辺
容
院
な
ど
の
F
約
は
…
川
臼
ぐ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
一
ら
い
ま
で
に
し
て
お
〈
と
よ
い
で
し
ょ

@
m
mな
化
粧
川
し
の
コ
川
ノ
|
傾
や
一
う
。
授
が
乾
燥
し
て
つ
や
が
な
い
と
き

瓜
の
頭
、
小
仰
の
川
川
辺
な
ど
胞
が
浮
い
一
は
プ
-
フ
y
シ
ン
グ
ロ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

た
時
は
、
あ
ぶ
ら
と
hu
紙
で
加
を
押
え
一
つ
や
山
山
し
刈
ス
プ
レ
イ
を
か
け
、
ヘ
ア

倣
い
と
っ
て
か
ら
プ
レ
ス
ド
パ
ワ
タ
l
一
ス
タ
イ
ル
を
断
え
ま
し
ょ
う
。

で
押
え
て
お
き
ま
テ
。
食
恨
の
後
な
ど
一
⑤
符
D
l
lつ
け
す
ぎ
は
然
物
。

口
紅
が
必
ち
た
時
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ベ
一
行
付
け
す
る
仰
に
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
を

l
バ
ー
で
口
紅
を
き
れ
い
に
ふ
き
と
っ
一
ス
プ
レ
イ
で
山
抱
肌
に
吹
き
つ
け
る
か

て
か
ら
つ
け

ρす
方
が
き
れ
い
で
す
。
一
線
一
白
水
を
ひ
じ
や
ひ
ざ
の
内
側
な
ど
脈

④
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
l
l仮
柏
の
と
き
一
高
い
所
に
ほ
ん
の
D
漂
う
ね
反
に
。

」
「
匂
い
袋
」
を
抑
し
め
に
は
さ
ん
だ
D

一
ず
る
の
も
裂
し
〈
し
ゃ
れ
て
い
ま
す
。

一
そ
の
他
守
口
栄
使
い
、
パ
ッ
ク
の
持
ち

一
方
、
歩
き
方
な
ど
、
和
服
時
の
お
し
宇

れ
に
は
、
こ
ま
か
い
心
く
ば
り
が
必
明

で
し
ょ
う
。
(
ア
ド
バ
イ
ス
・
資
生
堂
)
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自然のおいしさを

盟かにひきたてるキューピーマヨネース。
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すっかりおなじみいたfごいております。

いろいろなお料理に

幅広くお依レください。

みなさまの食卓で
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